
一

は
じ
め
に

二

ア
メ
リ
カ
法
の
概
要

１

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法

(

一
九
七
〇
年)

２

刑
事
没
収
法
関
連
規
定

三

主
要
関
連
判
例

１

モ
ン
サ
ン
ト
判
決

(

一
九
八
九
年)

２

キ
ャ
プ
リ
ン
判
決

(

一
九
八
九
年)

３

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
判
決

(

一
九
九
三
年)

４

判
例
の
ま
と
め

四

む
す
び
と
し
て
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収
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没
収
法
に
つ
い
て
、
最
も
重
要
な
合
衆
国
最
高
裁
判
例
を
中
心
に
、
い
さ
さ
か
の
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

註

(

１)

熊
谷
蒸
佑

｢

共
謀
罪

そ
そ
の
か
し
・
あ
お
り｣

中
山
研
一
ほ
か
編

『

現
代
刑
法
講
座
第
三
巻』

(

一
九
七
九
年)

二
一
五
―
二
一
七
頁

等
参
照
。

(

２)

小
早
川
義
則

｢

い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
と
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー

(

一
―
五
・
完)｣

名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
三
〜
七
号

(

二
〇
〇
六
年
〜

二
〇
〇
七
年)

。

(

３)

飯
柴
政
次
＝
千
野
啓
太
郎

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
組
織
犯
罪
対
策
法
制

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
及
び
特
別
捜
査
手
法
に
関
し
て

｣

ジ
ュ
リ

ス
ト
九
六
〇
号

(

一
九
九
〇
年)

四
七
頁
、
五
二
―
五
五
頁
。
な
お
、
法
務
省
刑
事
局
刑
事
法
制
課
編
・
基
本
資
料
集

『

組
織
的
犯
罪
と
刑
事

法

国
際
的
動
向
と
わ
が
国
の
状
況』
(

有
斐
閣
、
一
九
九
七
年)

、
渥
美
東
洋

『

複
雑
社
会
で
法
を
ど
う
活
か
す
か』

(

立
花
書
房
、
一
九

九
八
年)

等
参
照
。

二

ア
メ
リ
カ
法
の
概
要

米
連
邦
議
会
は
一
九
七
〇
年
、
マ
フ
ィ
ア
に
代
表
さ
れ
る
組
織
犯
罪
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
・
社
会
へ
の
影
響
が
増
大
す
る
一
方

で
、
従
来
の
刑
事
司
法
を
も
っ
て
し
て
は
有
効
に
対
処
し
え
な
い
と
し
て
、
組
織
犯
罪
規
制
法

(O
rganized

C
rim
e
C
ontrol

A
ct

of
1970)

を
制
定
し
た
が
、
そ
の
中
で
二
つ
の
大
き
な
柱
と
さ
れ
た
の
が
団
体

(an
enterprise)

の
活
動
と
し
て
組
織
的
か
つ
継

続
的
に
敢
行
さ
れ
る
多
様
な
組
織
犯
罪
に
よ
る
犯
罪
に
対
し
て
厳
し
い
刑
罰
を
課
し
、
そ
の
根
絶
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
二
つ

の
法
令
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法

(T
he
R
acketeer

Influenced
and
C
orrupt

O
rganizations

Statute)

で
あ

り
、
他
の
一
つ
が
Ｃ
Ｃ
Ｅ
法

(T
he
C
ontinuing

C
rim
inal
E
nterprise

Statute)

で
あ
る
。
前
者
は
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
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一

は
じ
め
に

国
会
内
外
で
注
目
さ
れ
た

｢

共
謀
罪｣

創
設
を
盛
り
込
ん
だ
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
は
与
党
が
当
初
の
態
度
を
一
変
さ
せ
民
主

党
案
を

｢

丸
の
み
に
す
る｣

と
の
方
針
を
固
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
与
党
は
そ
の
後
、
強
い

世
論
の
反
発
を
意
識
し
て
か
、
対
象
犯
罪
の
大
幅
な
絞
込
み
の
ほ
か
、
罪
名
を

｢

テ
ロ
等
謀
議
罪｣

に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
も
検
討
中

と
の
こ
と
だ
が
、
本
年

(
二
〇
〇
七
年)

七
月
二
九
日
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
与
党
の
惨
敗
後
に
お
い
て
も
な
お
立
法
課
題
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
の
原
型
は
、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー

(conspiracy)

で
あ
り
、
こ
の
英
米
法
に
特

有
の
法
概
念
が
わ
が
国
で
俄
然
注
目
さ
れ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
極
東
国
際
軍
事
裁
判
、
す
な
わ
ち
東
条
英
機
元
首
相
ら
二
八

人
が
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
一
九
四
六
年
五
月
開
廷
の
い
わ
ゆ
る
東
京
裁
判
で
あ
る
。
た
だ
、
当
時
の
学
界
の
関
心
は
わ
が
国

の
共
謀
共
同
正
犯
理
論
と
の
か
か
わ
り
で
英
米
法
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
を
紹
介
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が

(

１)

、
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
研
究

の
進
展
は
そ
の
後
見
ら
れ
ず
、
今
回
の
土
壇
場
で
の

｢

丸
の
み｣

案
の
挫
折
は
政
府
の
認
識
の
甘
さ
な
い
し
欠
如
を
露
呈
し
た
も
の
と

い
え
よ
う
が
、
そ
の
背
景
に
は
学
界
レ
ベ
ル
で
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
研
究
の
不
十
分
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
問
題
状
況
を
踏
ま
え
て
、
英
米
法
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
法
に
つ
い
て

合
衆
国
最
高
裁
判
例
の
分
析
を
中
心
に
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
習
作

(

２)

を
試
み
た
が
、
痛
感
し
た
の
は
余
り
に
も
変
幻
自
在

の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
法
で
あ
り
、
な
か
で
も
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
が｢
参
考
に

(

３)｣

し
た
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
異
質
性
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
は
複
雑
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
残
さ
れ
た
課
題
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
一
つ
が

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
の
没
収
刑
で
あ
る
。

本
稿
は
、
あ
ら
た
め
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
概
要
に
触
れ
た
後
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
一
九
八
四
年
に
改
正
さ
れ
た
刑
事
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火
、
強
盗
、
賄
賂
、
恐
喝
、
ま
た
は
猥
せ
つ
物
の
取
引
も
し
く
は
麻
薬
そ
の
他
の
危
険
薬
物
の
取
引
に
か
か
わ
る
行
為
ま
た
は
そ
の
脅

迫
で
あ
っ
て
、
州
法
の
規
定
に
よ
っ
て
一
年
を
越
え
る
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
る
も
の
。
�
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
の
次
の
条
項
に
よ
っ

て
正
式
起
訴
さ
れ
る
行
為
、
す
な
わ
ち
第
一
五
一
三
条

(

情
報
提
供
者
へ
の
報
復)

、
第
二
〇
一
条

(

賄
賂)

、
第
一
九
五
八
条

(
雇
わ

れ
殺
人
の
遂
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
州
際
通
商
の
利
用)

、
第
二
四
二
一
条
〜
二
四
二
四
条

(

売
春
目
的
の
人
身
売
買)

等
。
�
合

衆
国
法
典
第
二
九
編
の
次
の
条
項
に
よ
っ
て
正
式
訴
追
さ
れ
る
行
為
、
す
な
わ
ち
、
第
一
八
六
条

(

労
働
組
合
へ
の
支
払
い
ま
た
は
貸

付
の
制
限)

等
。
�
第
一
一
編
に
規
定
す
る
事
件
に
か
か
わ
る
詐
欺
、
麻
薬
そ
の
他
の
危
険
薬
物
に
関
す
る
製
造
、
輸
入
、
そ
の
他

重
罪
と
さ
れ
る
取
引
に
か
か
わ
る
犯
罪
で
あ
っ
て
、
合
衆
国
の
何
ら
か
の
法
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
も
の
。
�｢

通
貨
お
よ
び
外
国
取

引
報
告
法｣

に
よ
っ
て
正
式
起
訴
さ
れ
る
行
為
。

�

�
団
体
�
と
は
、
す
べ
て
の
個
人
、
そ
の
他
の
法
的
存
在

(legal
entity)

お
よ
び
、
法
的
存
在
で
な
い
と
し
て
も
、
事
実
上

結
び
つ
い
て
い
る
個
人
の
い
か
な
る
グ
ル
ー
プ
を
も
含
む
。

�

不
当
利
得
行
為
の
パ
タ
ー
ン
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
不
当
利
得
活
動
が
一
〇
年
以
内
に
少
な
く
と
も
二
回
、
す
な
わ
ち
、
そ
の

一
つ
が
本
章
の
施
行
日

(

一
九
七
〇
年
一
〇
月
一
五
日)

以
降
に
遂
行
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
以
前
の
不
当
利
得
活
動
の
遂
行
後
一
〇
年

以
内
に
最
後
の
一
つ
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

	

違
法
な
債
権

(unlaw
ful
debt)

と
は
、


合
衆
国
の
法
律
等
に
違
反
し
た
徒
博
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
、
�
合
衆

国
の
法
律
等
に
違
反
し
た
徒
博
業
、
ま
た
は
高
利
貸
業
に
関
連
し
て
生
じ
た
債
権
を
い
う
。

第
一
九
六
二
条

[

禁
止
行
為]

�

何
人
を
問
わ
ず
、｢

不
当
利
得
活
動
の
パ
タ
ー
ン｣

ま
た
は

｢

違
法
な
債
権
の
取
立
て｣

か
ら
直
接
・
間
接
に
得
た
収
入

(incom
e)

を
直
接
・
間
接
に
使
用
ま
た
は
投
資
し
て
、
州
際
も
し
く
は
国
際
通
商
に
関
与
し
ま
た
は
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
活
動
を

し
て
い
る
団
体
へ
の
利
益

(interest)

を
獲
得
し
、
ま
た
は

｢

団
体｣

を
設
立
し
、
も
し
く
は
運
営
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。
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一
九
六
一
条
か
ら
一
九
六
八
条

(18
U
.S.C
.§§
1961

〜1968)

と
し
て
、
後
者
は
同
法
典
二
一
編
八
四
八
条
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
制

定
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
は
、
組
織
犯
罪
全
般
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
法
定
刑
は
二
〇
年
以
下
の
自
由
刑
お
よ
び
二
万
五
千
ド

ル
以
下
の
罰
金
と
さ
れ
、
継
続
的
な
犯
罪
団
体
を
対
象
と
す
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
麻
薬
犯
罪
に
関
す
る
特
別
規
定
で
あ
り
、
そ
の
法
定

刑
は
さ
ら
に
厳
し
く
無
期
ま
た
は
一
〇
年
以
上
の
自
由
刑
お
よ
び
一
〇
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
と
さ
れ
て
い
る
。
組
織
犯
罪
規
制
法
は
さ

ら
に
、
ア
メ
リ
カ
法
制
上
は
じ
め
て

｢

刑
事
没
収

(C
rim
inal
F
orfeitures)｣

の
制
度

(21
U
.S.C
.§
853)

を
創
設
し
た
が
、

こ
の
制
度
は

｢

一
九
八
四
年
の
包
括
的
犯
罪
規
制
法

(C
om
prehensive

C
rim
e
C
ontrol

A
ct
of
1984)

に
よ
っ
て
抜
本
的
改
正

が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
は
じ
め
て
の

｢

刑
事
没
収｣

と
い
う
の
は
、
民
事
手
続
に
よ
る
対
物
没
収
の
制
度
は
そ
れ
以
前
に
も
存
在
し
て

い
た
た
め
、
合
衆
国
憲
法
第
五
修
正
お
よ
び
第
六
修
正
の
保
護
規
制
を
受
け
る
手
続
に
よ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る

(

４)

。

以
下
、
ひ
と
ま
ず
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
を
概
観
し
た
後
、
改
正
さ
れ
た
刑
事
没
収
法
の
関
連
規
定
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

１

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法

(

一
九
七
〇
年)

一
九
七
〇
年
の
組
織
犯
罪
規
制
法
の
第
九
章
が
い
わ
ゆ
る
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
で
あ
り
、
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
第
一
九
六
一
条
か
ら
一
九

六
八
条
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

第
一
九
六
一
条
は
用
語
の
定
義
で
、
一
九
六
二
条
は
禁
止
さ
れ
る
諸
活
動
、
第
一
九
六
三
条
は
刑
事
罰
、
一
九
六
四
条
は
民
事
措
置
、

一
九
六
五
条
以
下
は
、
裁
判
管
轄
、
訴
訟
の
迅
速
、
証
拠
、
民
事
調
査
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

第
一
九
六
一
条
か
ら
一
九
六
四
条
ま
で
の
各
規
定

(

一
部)

は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
九
六
一
条

[

定
義]

�

�
不
当
利
得
活
動

(racketeering
activity)

�
と
は
、
以
下
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。


殺
人
、
誘
拐
、
賭
博
、
放

論 説
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２

刑
事
没
収
法
関
連
規
定

こ
の
よ
う
に
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
一
九
六
二
条
�
は
、
同
条
�
、
�
、
�
の
各
項
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
行
為
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー

を
禁
止
し
て
い
る
。
刑
事
の
分
野
で
主
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
規
定
は
、｢

団
体

(enterprise)｣

関
係
者
が

｢
違

法
な
債
権
の
取
立｣

等
を
通
じ
て
そ
の

｢

団
体｣

の
仕
事
を
遂
行
ま
た
は
参
加
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
第
三
の
禁
止
行
為

(

一
九
六
二

条
�)

お
よ
び
そ
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー

(

一
九
六
二
条
�)

で
あ
り
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
に
対
し
て
は
、
二
万
五
千
ド
ル
以
下
の
罰

金
も
し
く
は
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑

(

ま
た
は
、
そ
の
双
方)

お
よ
び
没
収
刑
が
科
せ
ら
れ
る
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
は
当
初
あ
ま
り
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
広
範
な
訴
追
を
可
能
に
す
る
利
点
が
理
解
さ
れ
始
め
る
と
と
も
に
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
起
訴
が
非
常
に
増
大
し
た
。
さ
ら

に
米
連
邦
議
会
は
一
九
八
六
年
、
広
範
囲
な
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
法

(M
oney

L
aundering

Statute)

を
制
定
し
、
連
邦

検
察
官
の
権
限
を
再
び
拡
大
し
た
。
検
察
官
に
与
え
ら
れ
た
最
も
重
要
な
武
器
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
お
よ
び
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
法
違
反
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
認
め
ら
れ
た
没
収
刑
で
あ
る

(

６)

。

一
九
八
四
年
の
改
正
に
よ
る
刑
事
没
収
の
主
た
る
関
連
規
定
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
八
五
三
条

刑
事
没
収

[

没
収
対
象
財
産]

�

一
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
る
本
章
各
項
…
…
に
違
反
し
て
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
、
州
法
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
�

そ
の
よ
う
な
違
反
行
為
の
結
果
と
し
て
直
接
・
間
接
に
本
人
が
獲
得
し
た
利
得
か
ら
成
る
、
ま
た
は
そ
れ
に
由
来
す
る
す
べ
て
の
財
産

(any
property

constituting,
or
derived

fron
any
profits)

、
�
そ
の
よ
う
な
違
反
行
為
を
遂
行
し
、
ま
た
は
遂
行
す
る
こ

と
を
容
易
に
す
る
た
め
に
…
…
用
い
ら
れ
た
本
人
の
す
べ
て
の
財
産
、
�
本
編
第
八
四
八
条
に
違
反
し
継
続
的
犯
罪
団
体
に
従
事

(engaged)

し
た
こ
と
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
の
場
合
に
は
、
�
項
、
�
項
に
明
示
さ
れ
た
財
産
に
加
え
て
、
継
続
的
犯
罪
団
体
に
対
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�

何
人
を
問
わ
ず
、
不
当
利
得
活
動
の
パ
タ
ー
ン
ま
た
は
違
法
な
債
権
の
取
立
て
に
よ
っ
て
州
際
ま
た
は
国
際
通
商
に
関
与
し
ま

た
は
影
響
す
る
団
体
の
利
益
ま
た
は
そ
の
団
体
の
支
配
を
直
接
・
間
接
に
獲
得
ま
た
は
維
持
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。

�

何
人
を
問
わ
ず
、｢

州
際
ま
た
は
国
際
通
商
に
関
与
し
ま
た
は
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
団
体｣

に
雇
用
さ
れ
ま
た
は
結
合
し
て

い
る
者
が
、
不
当
利
得
活
動
の
パ
タ
ー
ン
ま
た
は
違
法
な
債
権
の
取
立
て
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
団
体
の
事
務
の
遂
行
に
直
接
・
間

接
に
関
与
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。

�

何
人
を
問
わ
ず
、
本
条
�
、
�
ま
た
は
�
の
規
定
の
い
ず
れ
か
を
共
謀
す
る
こ
と

(to
conspire)

は
違
法
で
あ
る
。

第
一
九
六
三
条

[

刑
事
罰]

�

何
人
を
問
わ
ず
、
本
章
第
一
九
六
二
条
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
本
章
に
規
定
す
る
罰
金
も
し
く
は
二
〇
年
以

下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
そ
れ
ら
の
併
科
に
処
す
る
と
と
も
に
、
刑
法
の
い
か
な
る
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
�
第
一
九
六
二
条
違
反
に

よ
っ
て
取
得
し
ま
た
は
保
持
し
て
い
る
す
べ
て
の
利
益
、
�
第
一
九
六
二
条
違
反
に
よ
っ
て
設
立
、
運
営
、
支
配
し
、
そ
の
業
務
を

遂
行
し
ま
た
は
そ
の
業
務
の
遂
行
に
参
加
し
て
い
る
団
体
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
利
益
…
…
お
よ
び
�
一
九
六
二
条
に
違
反
す
る
不

当
利
得
活
動
も
し
く
は
違
法
な
債
権
の
取
立
て
に
よ
っ
て
直
接
・
間
接
に
得
ら
れ
た
利
益
か
ら
成
る
す
べ
て
の
財
産
…
…
を
合
衆
国
に

没
収
す
る
。

第
一
九
六
四
条

[

民
事
措
置]

�

合
衆
国
地
方
裁
判
所
は
、
本
章
第
一
九
六
二
条
の
違
反
を
防
止
・
抑
制
す
る
た
め
に
、
何
人
を
問
わ
ず
、
そ
の
者
が
何
ら
か
の

団
体
に
直
接
・
間
接
に
有
す
る
利
益
を
剥
奪
す
る
こ
と
を
命
ず
る
…
…
権
限
を
有
す
る
。

�

何
人
を
問
わ
ず
、
本
章
第
一
九
六
二
条
の
違
反
に
よ
っ
て
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ま
た
は
財
産
に
損
害
を
受
け
た
者
は
、
管
轄
す
る
合

衆
国
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
…
…
彼
の
受
け
た
損
害
額
の
三
倍

(threefold
the
dam
ages)

お
よ
び
合
理
的
な
弁
護
を
含
め
た
訴

訟
費
用
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

(

５)

。

論 説

(名城 '08) 57－3－28



令
お
よ
び
対
象
財
産
を
処
分
す
る
旨
を
公
告

(publish
notice)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
は
ま
た
、
公
告
に
代
え
て
、
実
際

に
可
能
な
範
囲
で
、
没
収
の
対
象
で
あ
る
財
産
に
利
益
を
有
す
る
旨
主
張
し
て
い
た
者
に
対
し
、
書
面
に
よ
り
直
接
通
知
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

�

本
項
に
従
っ
て
合
衆
国
へ
の
没
収
命
令
の
あ
っ
た
財
産
に
対
し
て
法
的
利
益

(legal
interest)

を
有
す
る
と
主
張
す
る
被

告
人
以
外
の
者

(

第
三
者)

は
、
公
告
の
あ
っ
た
時
ま
た
は
通
知
を
受
け
た
時
か
ら
三
〇
日
以
内
に
裁
判
所
に
対
し
、
そ
の
主
張
す
る

財
産
に
対
す
る
利
益
の
有
効
性
を
判
断
す
る
た
め
の

(to
adjudicate)

審
問
手
続
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
審
問
手
続
は
、

陪
審
な
し
に
裁
判
所
だ
け
の
面
前
で
行
わ
れ
る
。

�

裁
判
所
が
審
問
手
続
後
に
、
�
証
拠
の
優
越
に
よ
っ
て
申
立
人
に
は
当
該
財
産
へ
の
法
的
権
利
が
あ
る
と
決
定
す
れ
ば
、
�

申
立
人
は
善
意
の
買
い
手

(a
bona

fide
purchaser)

で
あ
り
、
購
入
時
に
当
該
財
産
が
本
項
の
下
で
の
没
収
の
対
象
で
あ
っ
た

こ
と
を
信
じ
る
理
由
の
な
い
こ
と
が
合
理
的
で
あ
っ
た
と
決
定
す
れ
ば
、
そ
の
決
定
に
従
っ
て
没
収
命
令
を
修
正
す
る
も
の
と
す
る

(

８)

。

(

４)

以
上
の
記
述
は
主
と
し
て
、
原
田
明
夫

｢

犯
罪
に
よ
り
生
じ
た
利
得
と
没
収

(

そ
の
一)｣

判
例
タ
イ
ム
ズ
五
四
九
号

(

一
九
八
五
年)

五

〇
―
五
一
頁
に
よ
る
。

(

５)
21
U
.S.C
.§
1861

〜1864.

な
お
、
訳
文
は
主
と
し
て
、
飯
柴
政
次
＝
千
野
啓
太
郎
前
掲
注

(

３)

を
参
考
に
し
た
。

(

６)

テ
ラ
シ
マ
・
Ｇ
・
リ
ー
ド

(

佐
伯
仁
志
訳)

｢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
、
没
収
法｣

ジ
ュ
リ
ス
ト

九
七
〇
号

(

一
九
九
〇
年)

五
二
頁
、
五
八
頁
。

(

７)

こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
益
に
関
す
る
煩
雑
と
も
い
え
る
文
言
お
よ
び
定
義
規
定
が
付
加
さ
れ
た
の
は
、
連
邦
高
裁

レ
ベ
ル
の
、
例
え
ば
マ
ル
ベ
ニ
事
件
判
決
で
、
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
が
、
そ
の
団
体
に
再
投
資
等
の
形
で
混
入
し
な
か
っ
た
収
益
ま

た
は
利
得

(profits)

は
没
収
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
旨
の
判
示
が
な
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
限
定
解
釈
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
に
よ
っ
て

否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
関
連
す
る
無
用
の
誤
解
ま
た
は
解
釈
の
余
地
を
な
く
す
る
趣
旨
で
、
没
収
の
対
象
と
し
て
、
お
よ
そ
不
当
利
得
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す
る
請
求
権
、
お
よ
び
…
…
そ
れ
に
対
す
る
財
産
ま
た
は
契
約
上
の
権
利
を
合
衆
国
に
没
収
さ
れ
る
。

[
財
産
の
定
義]

�

本
項
で
没
収
の
対
象
と
さ
れ
る
財
産
に
は
、
�
土
地
に
生
育
し
、
付
着
し
、
ま
た
は
発
見
さ
れ
た
も
の
を
含
む
不
動
産(real

property)
、
�
権
利
、
機
能

(privileges)

、
利
益

(interests)

請
求
権

(claim
s)

、
証
券

(securities)

を
含
む
有
体
ま
た

は
無
体
の
個
人
財
産

(tangible
and
intangible

personal
property)

が
含
ま
れ
る
。

[

第
三
者
譲
渡

(third
party
transfers)]

�

本
項
�
で
記
載
さ
れ
て
い
る
財
産
に
お
け
る
す
べ
て
の
権
利

(right)

、
権
原

(title)

、
お
よ
び
利
益
は
、
本
項
の
下
で
没

収
の
原
因
と
な
っ
た
行
為
の
完
了
時
に

(upon
com
m
ission)

合
衆
国
に
帰
属
す
る
。
そ
の
後
被
告
人
以
外
の
者
に
譲
渡
さ
れ
る

そ
の
よ
う
な
財
産
は
、(

陪
審
に
よ
る)

没
収
の
特
別
評
決(a

special
verdict)

の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き(thereafter)

合
衆
国
へ
の
没
収
が
命
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
譲
受
人

(transferee)

が
、
本
項
の
規
定
に
従
っ
た
審
問
手
続

(hear-

ing)

に
お
い
て
、
そ
の
買
い
入
れ
の
時
点
で
、
当
該
財
産
が
本
項
の
下
で
没
収
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
信
じ
る
理
由
の
な
い
こ
と

が
合
理
的

(reasonably
w
ithoute

cause)
で
あ
っ
た
そ
の
よ
う
な
財
産
の
価
格
に
対
す
る
善
意
の
買
い
手

(bona
fide
pur-

chaser
for
the
value)

で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い

(

７)

。

[

推
定
の
反
証

(rebuttable
presum

ption)]

	

�

裁
判
所
は
、
合
衆
国
の
申
請
に
よ
り
、
制
限
命
令
ま
た
は
禁
止
命
令

(a
retaining

order
or
injunction)

を
発
し
、

本
項
の
下
で
没
収
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
財
産
を
保
全
す
る
た
め
に(to

preserve
the
availability)

そ
れ
に
見
合
う
保
証
金(a

satisfactory
perform

ance
bond)

の
納
付
を
命
じ
、
ま
た
は
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

[

第
三
者
の
利
益

(third
party

interests)]




�

本
項
の
下
で
の
没
収
の
命
令
に
続
い
て
、
合
衆
国
は
、
司
法
長
官

(A
ttorney

G
eneral)

の
命
に
よ
り
、
当
該
没
収
命
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プ
ロ
セ
ス
条
項
に
も
違
反
し
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
三
年
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
判
決
に
お
い
て
連
邦
猥
せ
つ
法
違
反
で
多
数
の

店
舗
等
の
没
収
が
命
じ
ら
れ
た
事
案
に
つ
き
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
没
収
規
定
は
第
一
修
正
に
は
違
反
し
な
い
と
し
た
上
で
、
当
該
没
収
命

令
が
第
八
修
正
の
過
重
な
罰
金
禁
止
条
項
に
違
反
す
る
か
の
問
題
を
検
討
さ
せ
る
た
め
に
原
判
決
を
差
し
戻
し
て
い
る

(

９)

。
い
ず
れ
も
没

収
規
定
の
意
味
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。

以
下
、
順
次
紹
介
し
て
お
く
。

１

モ
ン
サ
ン
ト
判
決

(

一
九
八
九
年)

本
判
決

(

�)

は
、
大
規
模
な
麻
薬
譲
渡
団
体
を
支
配
・
運
営
し
た
と
し
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
法
等
で
訴
追
さ
れ
た
被
告
人
に
対
し
、
弁
護
士

費
用
に
充
て
ら
れ
る
部
分
を
含
め
た
資
産
の
凍
結
が
八
五
三
条
の
刑
事
没
収
の
規
定
に
従
っ
て
命
じ
ら
れ
た
事
案
に
つ
き
、
八
五
三
条

の
文
言
が
明
白
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
相
当
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
に
も
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ

セ
ス
条
項
に
も
違
反
し
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
事
実
の
概
要
】

一
九
八
七
年
七
月
一
日
、
本
件
被
上
告
人
モ
ン
サ
ン
ト

(

以
下
、
Ｘ
と
も
い
う)

に
対
し
大
規
模
な
ヘ
ロ
イ
ン
譲
渡
団
体

(heroin

distribution
enterprise)

を
運
営
し
て
い
た
と
し
て
正
式
起
訴
状
が
提
出
さ
れ
た
。
訴
因
の
起
訴
状
は
、
不
当
利
得
行
為
違
反
、

継
続
的
な
犯
罪
団
体

(

Ｃ
Ｃ
Ｅ)

の
創
設
、
税
法
違
法
等
の
ほ
か
、
三
件
の
特
定
資
産

二
三
万
五
千
ド
ル
の
家
屋
、
三
万
ド
ル

の
ア
パ
ー
ト
、
お
よ
び
現
金
三
万
五
千
ド
ル

が
Ｘ
の
覚
せ
い
剤
取
引
の
結
果
Ｘ
に
よ
っ
て
蓄
財
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
こ
れ

ら
の
資
産
は
麻
薬
法
違
反
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
財
産
な
い
し
収
益
で
あ
る
の
で
一
九
八
四
年
の
包
括
的
没
収
法

(C
om
prehensive

F
orfeiture

A
ct
of
1984)

八
五
三
条
�
の
下
で
没
収
の
対
象
と
な
る
と
主
張
し
て
い
た
。

正
式
起
訴
状
が
同
日
開
封
さ
れ

(unsealed)

、
地
方
裁
判
所
は
八
五
三
条
�

�
に
従
っ
て
、
前
記
資
産
を
凍
結
す
る
制
限
命
令
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行
為
等
の

｢

違
法
行
為
の
結
果
ま
た
は
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
た
財
産
上
の
利
得
に
つ
い
て
は
、
発
生
の
形
態
や
処
分
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
網

羅
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る｣

と
の
指
摘
が
あ
る
。
原
田
明
夫

｢

犯
罪
に
よ

り
生
じ
た
利
得
と
没
収

(

そ
の
二
・
完)｣

判
例
タ
イ
ム
ズ
五
五
六
号

(

一
九
八
五
年)

四
六
頁
。

実
際
、
例
え
ば
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
一
九
八
〇
年
の
丸
紅
ア
メ
リ
カ
法
人
会
社
判
決(M

arubeniA
m
.C
orp.,611

F
.2d
763)

に
お
い
て
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
電
話
公
益
事
業
体

(

Ａ
Ｔ
Ｕ)

の
電
話
ケ
ー
ブ
ル
供
給
の
た
め
の
契
約
に
関
し
て
同
社
の
現
地
代
表
者
が
Ａ
Ｔ
Ｕ

職
員
に
賄
賂
を
送
り
獲
得
し
た
部
外
秘
の
内
部
情
報
に
基
づ
き
競
争
入
札
に
成
功
し
た
と
し
て
一
九
六
三
条
�

�
の
規
定
に
従
っ
て
ケ
ー
ブ

ル
供
給
契
約
の
履
行
に
対
し

｢

支
払
わ
れ
た
ま
た
は
支
払
わ
れ
る
予
定
の
す
べ
て
の
金
額｣

の
合
衆
国
へ
の
没
収
が
認
め
ら
れ
る
か
が
争
わ
れ

た
事
案
に
つ
き
、
同
規
定
は
違
法
行
為
を
し
た

｢

団
体
に
お
け
る
利
益｣

に
限
定
さ
れ
、
団
体
の
違
法
な
運
営
に
由
来
す
る
収
益
に
は
及
ば
な

い
と
し
て
訴
追
側
の
主
張
を
退
け
た
原
判
決
を
維
持
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
八
三
年
の
ラ
ッ
セ
ロ
判
決

(R
ussello

v..
U
nited

States,
464
U
.S.
16)

に
お
い
て
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
の
放
火
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
被
告
人
グ
ル
ー
プ
が
四
件
の
放
火
に
よ
り

獲
得
し
た
火
災
保
険
金
全
額
の
没
収
が
命
じ
ら
れ
た
事
案
に
つ
き
、
丸
紅
判
決
と
矛
盾
す
る
第
五
巡
回
区
の
見
解
を
支
持
し
、
そ
の
合
計
額
が

｢

利
益｣

に
当
た
り
没
収
の
対
象
と
な
る
と
判
示
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
小
早
川

｢

い
わ
ゆ
る
共
謀
罪
と
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー

(

五
・
完)｣

名

城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
七
号
頁
参
照
。

(

８)
21
U
.S.C
.§
853.

三

主
要
関
連
判
例

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
刑
事
没
収
の
規
定
は
大
い
に
論
議
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
重
要
な
弁
護
士
費
用
に
関
す
る
問
題
の
大
半
は
合
衆
国
最

高
裁
判
決
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
合
衆
国
最
高
裁
は
同
じ
日
に
言
い
渡
し
た
モ
ン
サ
ン
ト
、
キ
ャ
プ
リ
ン
両
判
決
に
お
い
て
、
公
判

開
始
前
に
被
告
人
の
財
産
凍
結
を
命
ず
る
権
限
を
裁
判
所
に
与
え
る
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
刑
事
没
収
規
定
は
弁
護
士
費
用
を
対
象
財
産
か
ら

除
外
し
て
い
る
か
が
争
わ
れ
た
同
種
事
案
に
つ
き
、
こ
れ
を
否
定
し
た
上
で
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
に
も
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・

論 説
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は
こ
の
申
出
を
拒
否
し
、
国
選
弁
護
人
と
と
も
に
手
続
を
継
続
し
た
。
そ
の
三
週
間
後
の
一
九
八
八
年
七
月
二
五
日
、
陪
審
は
有
罪
の

評
決
を
し
た
。)

全
裁
判
官
関
与
の
裁
判
所
は
八
対
四
で
地
裁
の
制
限
命
令
を
修
正
し
、
凍
結
資
産
を
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
の
た
め

に
用
い
る
こ
と
を
認
め
る
決
定
を
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
鋭
く
見
解
が
分
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
二
人
の
裁
判
官
の
う
ち
三

人
は
制
限
命
令
は
第
六
修
正
違
反
で
あ
る
と
し
た
が
、
三
人
は
制
定
法
上
の
理
由
で
疑
問
が
あ
る
と
し
、
二
人
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

条
項
の
下
で
八
五
三
条
は
疑
わ
し
い
と
し
た
。
四
人
の
反
対
意
見
の
裁
判
官
は
制
限
命
令
を
維
持
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
、
第
二
巡
回
区
の
決
定
に
よ
っ
て
制
定
法
お
よ
び
憲
法
上
の
問
題
に
関
す
る
控
訴
裁
判
所
で
の
争

い
が
生
じ
て
い
る
と
し
て
、
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
五
対
四
で
原
判
決
を
破
棄
し
た

(

�)

。
な
お
、
法
廷
意
見

(

レ
ン
キ
ス
ト
長
官

の
ほ
か
、
オ
コ
ー
ナ
、
ス
カ
ー
リ
ア
、
ケ
ネ
デ
ィ
各
裁
判
官
同
調)

の
執
筆
は
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
執
筆
の

反
対
意
見
に
ブ
レ
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
の
各
裁
判
官
が
同
調
し
て
い
る
。

【
判
旨
】

�

本
件
提
示
の
問
題
は
、
た
と
え
被
告
人
が
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
の
た
め
に
自
己
の
資
産
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
被
告
人
の
所
有
す
る
資
産
を
凍
結
す
る
公
判
前
の
命
令
を
下
す
権
限
を
連
邦
麻
薬
没
収
法
は
地
方
裁
判
所
に
与
え
て

い
る
か
で
あ
る
。
も
し
与
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
命
令
は
憲
法
の
下
で
認
め
ら
れ
る
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
両
者
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
肯
定
的
に
答
え
る

(

�)

。

�

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
最
初
に
、
八
五
三
条
は
被
告
人
が
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
の
た
め
に
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
資
産
の
没
収
を

要
求
し
て
い
る
か
の
問
題
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ａ

制
定
法
の
範
囲
を
判
断
す
る
際
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
そ
の
文
言
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
ー
ケ
ッ
ト
判
決

(U
nited

States
v.T
urkette,452

U
.S.576,580)

。
本
件
に
お
い
て
、
八
五
三
条
の
文
言
は
明
白
で
多
義
的
で
な
い(clear

and

unam
biguous)

、
す
な
わ
ち
、
そ
の
範
囲
に
入
る
資
産
は
す
べ
て
没
収
さ
れ
る
と
し
て
お
り
、
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
の
た
め
に
用
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(a
retaining

order)

を
求
め
る
訴
追
側
の
主
張
を
容
れ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
Ｘ
は
こ
の
制
限
命
令
を
無
効
と
し
、
弁
護
士
を

か
か
え
る
た
め
に
凍
結
資
産
を
利
用
し
た
い
旨
の
申
立
て
を
し
た
。
Ｘ
は
さ
ら
に
、
制
限
命
令
に
対
し
種
々
の
異
議
申
立
て
を
し
、
弁

護
人
を
選
択
す
る
合
衆
国
憲
法
第
六
修
正
等
の
権
利
に
抵
触
す
る
と
主
張
し
た
。
地
裁
は
こ
の
申
立
て
を
認
め
な
か
っ
た

(

�)

。

第
二
巡
回
区
は
、
Ｘ
の
制
定
法
お
よ
び
憲
法
上
の
異
議
申
立
て
の
理
由
は
十
分
で
は
な
い
と
結
論
し
た
が
、
当
該
資
産
が
没
収
さ
れ

る
可
能
性

(likelihood)

の
立
証
責
任
を
訴
追
側
に
課
す
当
事
者
主
義
的
審
問
手
続

(adversarial
hearing)

を
開
く
た
め
に
本

件
を
地
裁
に
差
し
戻
し
た
。
す
な
わ
ち
、
訴
追
側
が
右
審
問
手
続
で
立
証
責
任
を
果
た
さ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
弁
護
士
の
支
払
い
に
充

て
る
べ
き
費
用
は
、
Ｘ
の
公
判
の
最
終
的
結
果
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
没
収
を
免
除
さ
れ
る

(exem
pt
from

forfeiture)

と
い

う
の
で
あ
る
。
差
戻
し
を
受
け
た
地
裁
は
、
制
限
命
令
を
継
続
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
四
日
間
に
わ
た
る
審
問

手
続
を
開
い
た
。
そ
し
て
審
問
手
続
の
最
終
日
に
、
問
題
の
財
産
は
公
判
終
了
時
に
没
収
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
訴
追
側
は
�
圧

倒
的
な
証
拠
で
立
証
し
た
�
こ
と
を
理
由
に
制
限
命
令
を
継
続
す
る
と
決
定
し
た
。
結
局
、
Ｘ
の
刑
事
裁
判
の
手
続
が
進
め
ら
れ
、
Ｘ

に
対
し
刑
事
裁
判
法
に
従
っ
て
裁
判
所
に
よ
り
弁
護
人
が
選
任
さ
れ
た
。
Ｘ
は
起
訴
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
と
さ
れ
、
陪
審
は
問
題
の
資

産
は
没
収
で
き
る
こ
と
を
合
理
的
な
疑
い
を
越
え
て
立
証
さ
れ
た
と
認
定
す
る
特
別
評
決
を
し
た
。
地
裁
は
こ
れ
を
受
け
て
、
有
罪
判

決
を
言
い
渡
し
、
資
産
の
没
収
を
宣
言
し
た
。

第
二
巡
回
区
は
そ
の
間
、
以
前
の
決
定
を
無
効
と
し
、
全
裁
判
官
関
与
の
下
で
Ｘ
の
控
訴
を
審
議
し
た
。(

な
お
、
Ｘ
の
公
判
は
一

九
八
八
年
二
月
一
六
日
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
全
裁
判
官
関
与
の
下
で
控
訴
審
が
再
審
理
を
す
る
と
決
定
し
た
後
で
あ
っ
た
が
、
結
論

は
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
の
資
産
は
凍
結
さ
れ
た
ま
ま
、
Ｘ
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
弁
護
人

(

国

選
弁
護
人)

に
よ
っ
て
弁
護
さ
れ
た
。
Ｘ
の
公
判
の
最
中

一
九
八
八
年
七
月
一
日

全
裁
判
官
関
与
の
控
訴
審
は
Ｘ
に
有
利

な
決
定
を
し
た
。
後
に
四
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
審
問
手
続
で
地
裁
は
、
私
選
弁
護
人
を
雇
用
す
る
た
め
に
凍
結
資
産
を
使
う
こ
と

を
Ｘ
に
認
め
た
。
弁
護
人
の
最
終
弁
論

(sum
m
ations)

が
四
ヶ
月
半
に
及
ん
だ
公
判
の
最
後
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
Ｘ

論 説
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リ
ー
ニ
ン
グ
代
金
、
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
費
等
に
つ
い
て
も
同
様
に
沈
黙
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
資
産
も
同
様
に
没
収
対
象
の
財
産
に
関
す
る
制
定
法
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
趣
旨

の
明
示
の
規
定
が
な
い
と
し
て
も
、
没
収
規
定
は
弁
護
士
費
用
の
た
め
に
用
い
ら
れ
う
る
資
産
に
及
ぶ
と
い
う
事
実
は
制
定
法
に
お
い

て
多
義
的(am

biguity)

で
な
い
。
�
そ
れ
は
幅(breadth)

を
示
し
て
い
る
�
の
で
あ
る
。Sedigm

a
v.Im
rex
C
o.,473

U
.S.

479.

争
わ
れ
て
い
る
制
定
法
の
規
定
は
広
汎
で
多
義
的
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
議
会
が
�
財
産
�
と
い
う
包
括
的
な
語
句
に
何
ら
の

補
足
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
制
定
法
の
明
示
の
文
言
の
力
を
弱
め
る
も
の
で
は
な
い

(

�)

。

わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、
抱
括
的
没
収
法

(C
om
prehensive

F
orfeiture

A
ct)

を
採
用
し
た
そ
れ
と
同
一
の
法
律
に
お
い
て
議

会
は
、
有
罪
と
さ
れ
た
被
告
人
が
犯
罪
か
ら
得
た
副
次
的
収
益

(

書
籍
、
映
画
な
ど
か
ら
の
収
益)

に
対
す
る
特
別
な
没
収
規
定
を
採

用
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
一
九
八
四
年
の
犯
罪
被
害
者
法

(V
ictim

s
of
C
rim
e
A
ct)

の
二
一
七
五
―
二
一
七
六
条

(

現

行18
U
.S.C
.§§
3681-3682)

を
見
よ
。
こ
の
規
定
は
、
こ
の
よ
う
な
被
告
人
が
有
罪
と
さ
れ
た
犯
罪
に
関
す
る
被
告
人
の
法
的
代

理
人

(legal
representation)

に
対
す
る
支
払
い
を
没
収
さ
れ
た
副
次
的
収
益
全
体
の
二
〇
％
を
越
え
な
い
限
度
で
除
外
す
る
こ

と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
議
会
は
本
件
で
再
検
討
さ
れ
て
い
る
制
定
法
と
同
時
に
可
決
さ
れ
た
制
定
法
に
お
い
て
、
Ｘ
が
八
五

三
条
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
没
収
と
同
一
の
除
外
規
定
を
明
示
に
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
弁

護
士
費
用
に
用
い
ら
れ
う
る
資
産
の
没
収
を
第
四
章
に
お
い
て
明
示
に
除
外
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
法
第
三
章
に
お
い
て
そ
の
よ
う

な
除
外
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
際
の
議
会
の
意
図
を
十
分
に
示
し
て
い
る
。

本
件
で
の
制
定
法
の
文
言
は
明
確
で
包
括
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
五
三
条
は
、
弁
護
士
費
用
に
用
い
ら
れ
う
る
資
産
を
没
収
規

定
か
ら
除
外
し
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
の
た
め
に
必
要
な
資
産
を
八
五
三
条
の
下
で
除
外
せ
よ
と
の
Ｘ
の
主

張
に
説
得
力
が
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
簡
単
な
回
答
は
、
議
会
は
制
定
法
を
そ
の
よ
う
に
規
定
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る

(

�)

。
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い
ら
れ
る
資
産
を
例
外
と
し
て
い
な
い
。

上
記
の
よ
う
に
八
五
三
条
�
は
、
一
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
る
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
は
�
そ
れ
ら
の
犯
罪
の
遂
行
に

由
来
す
る
い
か
な
る
財
産
も
没
収
さ
れ
る

(shall
forfeit

…
…any

property)

�
と
規
定
し
、
さ
ら
に
量
刑
裁
判
所
は
有
罪
判
決

に
基
づ
き
八
五
三
条
�
で
明
示
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
財
産

(all
property)

の
没
収
を
命
令
す
る

(shall
order)

こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
適
用
事
案
で
没
収
を
必
要
的

(m
andatory)

と
す
る
議
会
の
意
図
を
こ
れ
以
上
明
確
に
示
す
こ

と
も
、
没
収
の
対
象
物
の
範
囲
を
定
義
す
る
の
に
こ
れ
ほ
ど
広
い
言
葉
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ど
の
よ
う
な
種
類
の
資
産
が

同
項
の
適
用
範
囲
内
に
入
る
か
を
示
す
た
め
に
財
産
に
つ
い
て
も
広
い
定
義
を
し
て
、
権
利

(rights)

、
権
能

(pribiliges)

、
請

求
権

(claim
s)

、
お
よ
び
証
券

(securities)

、
有
体
お
よ
び
無
体
の
個
人
財
産

(tangible
and
intangible

personal
prop-

erty)

が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る

(21
U
.S.C
.§
853
(b))

。
こ
れ
ら
の
目
録
の
中
に
弁
護
士
に
支
払
う
た
め
に
利
用
さ
れ

る
資
産
は
�
財
産
�
で
は
な
い
と
い
う
考
え
を
示
す
も
の

(even
hints)

は
一
切
な
い
。

弁
護
士
へ
の
支
払
い
の
た
め
に
用
い
ら
れ
う
る
資
産
を
没
収
の
対
象
財
産
か
ら
除
外
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
同
法
は
多
義
的
で
な

い
と
結
論
す
る
の
は
わ
れ
わ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
本
件
で
Ｘ
が
申
し
立
て
て
い
る
よ
う
な
主
張
は
、
当
初
の
第
二
巡
回
区
の
決
定
時
に

お
い
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
判
断
を
下
し
た
す
べ
て
の
控
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
一
致
し
て
退
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
上
告
人

(

Ｘ)

は
、
そ
の
よ
う
な
財
産
を
除
外
す
る
よ
う
に
制
定
法
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い

く
つ
か
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
Ｘ
は
と
く
に
、
制
定
法
は
弁
護
士
費
用
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
財
産
を
含
め
る
こ
と
を
明
示
し
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
あ
る
い
は

(

か
つ)

議
会
は
没
収
対
象
物
が
弁
護
士
に
支
払
わ
れ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
う
る
資
産
に
も
及
ぶ
と

い
う
予
測

(prospect)

を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
よ
う
な
除
外
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
裏
付

け
と
し
て
、
Ｘ
は
、
議
会
の
歴
史

(

立
法
史)

は
こ
の
問
題
に
沈
黙
し
て
お
り
、
上
下
院
で
の
議
論
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
な
い
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
何
の
立
証
に
も
な
ら
な
い
。
立
法
史
も
議
会
で
の
議
論
も
、
株
式
仲
買
人
の
費
用
、
ク
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Ａ

Ｘ
の
最
も
抱
括
的
な
憲
法
上
の
主
張
は
、
一
般
的
な
事
柄
と
し
て
、
刑
事
没
収
法
は
被
告
人
の
第
六
修
正
の
弁
護
人
を
選
択
す

る
権
利
お
よ
び
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
被
告
人
と
政
府

(

訴
追
側)

の
間
に
お
け
る
�
力

の
バ
ラ
ン
ス

(balance
of
forces)

の
保
障
に
違
反
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
本
日
、
キ
ャ
プ
リ
ン
判
決
に
お
い
て
、

本
件
で
Ｘ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
類
似
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。

Ｂ

キ
ャ
プ
リ
ン
判
決
で
提
示
さ
れ
た
憲
法
問
題
の
ほ
か
に
Ｘ
は
、
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
る
前
に

か
つ
最
終
的
に
没
収
さ
れ

る
と
判
断
さ
れ
る
前
に

問
題
の
資
産
を
凍
結
す
る
の
は
憲
法
上
疑
義
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
し
か
し
、
没
収
で

き
る
と
信
じ
る
相
当
な
理
由
の
認
定
に
基
づ
い
て
Ｘ
の
所
有
資
産
の
処
分
を
制
限
で
き
る
と
結
論
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
従
前
、
財
産
が
最
終
的
に
没
収
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
る
相
当
な
理
由
の
認
定
に
基
づ
い
て
財
産
を
押
収
す

る
こ
と
を
政
府
に
認
め
て
き
た
。
Ｘ
は
自
分
の
財
産
を
奪
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
単
に
そ
の
処
分
を
制
限
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
り
、
政
府
の
侵
入

(intrusion)

は
従
前
の
判
例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
き
た
そ
れ
よ
り
厳
し
く
な
か
っ
た
。

実
際
、
被
告
人
が
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
と
信
じ
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
政
府
は
そ
の
個
人

(persons)

を
拘
束
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
な
理
由
の
認
定
に
基
づ
い
て
、
Ｘ
の
家
屋
や
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
財
産
の
処
分
を
政
府
は
制

約
で
き
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
ろ
う

(

�)

。

�

上
述
の
理
由
で
、
第
二
巡
回
区
の
判
決
を
破
棄
し
、
本
意
見
と
一
致
す
る
手
続
で
さ
ら
に
審
理
さ
せ
る
た
め
に
本
件
を
差
し
戻

す
こ
と
と
す
る

(

�)

。

２

キ
ャ
プ
リ
ン
判
決

(

一
九
八
九
年)

本
判
決

(

�)

は
、
継
続
的
犯
罪
団
体
と
さ
れ
る
組
織
を
通
じ
て
大
量
の
麻
薬
の
輸
入
・
譲
渡
を
し
た
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
被
告
人
の
所
有

す
る
特
定
の
財
産
の
没
収
を
訴
追
側
が
要
求
し
、
こ
れ
を
受
け
た
地
裁
の
資
産
譲
渡
禁
止
命
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弁
護
士
費
用
と
し
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Ｂ

議
会
は
弁
護
士
の
支
払
い
に
用
い
ら
れ
る
資
産
に
対
す
る
一
般
的
な
例
外
を
認
め
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
被
告
人
の
所
有
資
産

に
関
す
る
公
判
前
の
制
限
命
令
で
あ
る
八
五
三
条
�

�
の
規
定
は
そ
の
よ
う
な
例
外
を
含
む
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て

い
る
。
没
収
の
た
め
に
地
裁
は
�
財
産
の
利
用
可
能
性
を
保
持
す
る
た
め
に
制
限
命
令
ま
た
は
差
止
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る

(m
ay
enter

a
restrain

order
or
injunction)

�
と
制
限
命
令
条
項
は
規
定
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ン
タ
ー
裁
判
官

(

第
二
巡
回
区

の
二
人
の
裁
判
官
が
加
わ
っ
た
同
調
意
見)

は
、
こ
の
�
で
き
る
�
と
い
う
要
件
を
没
収
対
象
の
資
産
の
使
用
を
制
限
す
る
前
に
�
伝

統
的
な
エ
ク
イ
テ
ィ
の
原
理

(traditional
principles

of
equity)

を
採
用
す
る
権
限
を
地
方
裁
判
所
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
と

解
釈
し
た
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
問
題
の
条
項
の
性
質
を
大
い
に
誤
解
し
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
八
五
三
条
	
は
無
条
件

(categori-

cally)

で
あ
り
、
八
五
三
条
�
や
八
五
三
条


に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
い
わ
ん
や
そ
の
範
囲
が
こ
れ
ら
条
項
に
よ
っ

て
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
八
五
三
条
�

�
は
八
五
三
条
	
の
命
令
を
補
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
八
五
三
条
	
が
有
罪
判
決
に
基
づ
い
て
没
収
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
当
の
財
産
の
散
逸

(dissipation)

を
地
裁
の
裁
量
に
よ
り
認
め
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
結
果
は
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
制
定
法
が
命
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
被
告
人
が
弁
護

士
を
雇
用
す
る
た
め
に
用
い
た
い
と
考
え
て
い
る
資
産
に
対
す
る
八
五
三
条
の
没
収
規
定
な
い
し
公
判
前
の
制
限
命
令
の
規
定
に
は
例

外

(exem
ption)

が
な
い
。｢

議
会
は
八
五
三
条
を
制
定
す
る
際
に
、
�
犯
罪
は
ペ
イ
さ
れ
な
い
�
と
い
う
古
い
格
言
に
効
力
を
与
え

る

(give
force)

こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
万
能
薬

(nostrum
)

を
修
正
し
て
�
犯
罪
は
ペ
イ
さ
れ
な
い
、
弁
護
人
の

費
用
を
例
外
と
す
る
�
と
解
釈
す
る
こ
と
を
議
会
は
意
図
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い

(

�)

。｣



わ
れ
わ
れ
は
次
に
、
地
裁
が
下
し
た
制
限
命
令
は
Ｘ
の
第
六
修
正
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
弁
護
人
を
選
択
す
る

(coun-

sel
of
choice)

権
利
、
ま
た
は
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
す
る
か
の
問
題
の
検
討
に
移
る
。
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追
に
有
罪
の
答
弁
を
し
、
正
式
起
訴
状
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
一
定
の
資
産
の
没
収
に
同
意
し
た
。
地
裁
は
、
答
弁
お
よ
び
合
意
の
結
果
、

Ｘ
の
求
め
て
い
た
裁
判
所
の
公
判
前
の
制
限
命
令
の
相
当
性
を
判
断
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
と
結
論
し
、
そ
の
後
、
Ｘ
の
所
有
資
産

を
事
実
上
す
べ
て
没
収
す
る
命
令
が
Ｘ
の
量
刑
に
併
せ
て
言
い
渡
さ
れ
た
。

Ｙ
は
、
こ
の
命
令
の
後
で
、
没
収
財
産
に
利
益
を
有
す
る
第
三
者

(third
parties

w
ith
an
interest)

で
あ
る
と
し
て
、
当
該

財
産
に
対
す
る
第
三
者
の
権
利
の
裁
定

(adjudication)

を
裁
判
所
に
要
求
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
八
五
三
条
�
の
規
定

被
告
人
に
没
収
財
産
に
対
す
る
損
害
を
請
求
を
す
る

(claim
s)

権
利
を
認
め
て
い
る

に
従
っ
て
申
立
書
を
提
出
し
た
。
と
く

に
八
五
三
条
�

�

�
は
、
善
意

(bona
fide)

の
第
三
者
が
�
購
入
時
に
被
告
人
の
財
産
が
没
収
の
対
象
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
信

じ
る
理
由
の
な
い
こ
と
が
合
理
的
で
あ
っ
た
�
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
第
三
者
に
没
収
物
の
返
還
を
認
め
て
い
る
と
し
て
、
Ｘ
の
弁
護
の

た
め
に
提
供
し
た
法
的
援
助
の
支
払
い
と
し
て
Ｘ
の
資
産
の
う
ち
一
七
万
ド
ル
に
利
益
を
有
す
る
と
主
張
し
、
さ
ら
に
起
訴
前
の
法
的

援
助
の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
に
条
件
付
捺
印
証
書
口
座
に
保
管
し
て
あ
る
二
万
五
千
ド
ル
を
要
求
し
た
。
Ｙ
は
ま
た
、
弁
護
士
費
用

の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
資
産
は
八
五
三
条
の
下
で
の
没
収
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
除
外
さ
れ
な
い
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
除
外
を
定
め
て
い
な
い
制
定
法
は
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
地
裁
は
、
没
収
資
産
の
分
け
前

(share)

の
主
張
を
認
め
た
。

第
四
巡
回
区
は
、
八
五
三
条
は
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
部
分
を
没
収
資
産
か
ら
除
外
す
る
規
定
を
含
ん
で
い
な
い
と
し
つ
つ
、
そ
の

よ
う
な
制
定
法
は
弁
護
人
を
選
択
す
る
被
告
人
の
第
六
修
正
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
て
い
る
と
認
め
、
こ
れ
を
維
持
し
た
。
控
訴
裁

判
所
は
全
裁
判
官
関
与
の
下
で
改
め
て
審
理
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
先
の
決
定
を
破
棄
し
た
。
第
四
巡
回
区
の
す
べ
て
の
裁
判
官
は
、

継
続
的
犯
罪
団
体
法
の
文
言
に
は
没
収
資
産
に
対
す
る
Ｙ
の
主
張
す
る
よ
う
な
例
外
は
な
い
こ
と
に
同
意
し
た
。
多
数
意
見
は
、
こ
の

よ
う
な
制
定
法
は
合
憲
で
あ
る
と
認
め
た
が
、
四
人
の
裁
判
官
は
、
同
法
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
第
六
修
正
に
違
反
す
る
と
の

先
の
第
四
巡
回
区
の
当
初
の
決
定
に
同
意
し
た
。
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て
二
万
五
千
ド
ル
を
本
件
申
立
人

(

ロ
ー
フ
ァ
ー
ム)

に
譲
渡
し
た
上
で
、
被
告
人
は
一
た
ん
先
の
禁
止
命
令
の
修
正
を
求
め
た
、
し

か
し
後
に
訴
追
側
と
の
答
弁
取
引
の
結
果
、
先
の
資
産
没
収
に
同
意
し
た
た
め
、
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
側
が
弁
護
士
費
用
の
支
払
い
に
充
て

る
た
め
の
資
産
は
八
五
三
条
の
没
収
規
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
主
張
し
て
第
三
者
の
利
益
の
救
済
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
地
裁
は
こ
の
救

済
を
容
れ
た
が
、
控
訴
審
は
制
定
法
は
没
収
対
象
物
の
除
外
を
認
め
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
制
定
法
の
制
度
は
合
憲
で
あ
る
と
し
て

破
棄
し
た
事
案
に
つ
き
、
こ
れ
を
維
持
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
事
実
の
概
要
】

Ｃ
・
レ
ッ
ク
マ
イ
ア
ー

(
以
下
、
Ｘ
と
も
い
う)

は
一
九
八
五
年
一
月
、
大
規
模
な
麻
薬
の
輸
入
・
譲
渡
を
す
る
団
体
を
運
営
等
し

た
と
し
て
多
数
の
訴
因
で
訴
追
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
は
八
四
八
条
に
違
反
し
た
継
続
的
犯
罪
団
体

(continuing
crim
inal

enter-

prise)

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
正
式
起
訴
状
は
同
時
に
�
麻
薬
法
違
反
に
由
来
す
る
財
産
…
…
収
益
�
の
没
収
を
認
め
る
八
五

三
条
�
の
規
定
に
従
っ
て
、
Ｘ
の
所
有
財
産
の
特
定
の
資
産
の
没
収
を
要
求
し
た
。
地
裁
は
、
八
五
三
条
�

�
に
従
っ
て
、
没
収

の
可
能
性
あ
る
い
ず
れ
の
資
産
の
譲
渡
も
禁
止
す
る
旨
の
制
限
命
令
を
発
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
Ｘ
は
進
行
中
の
大
陪
審
の
捜
査

で
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
本
件
申
立
人

(

以
下
、
Ｙ
と
も
い
う)

を
代
理
人
と
し
て
雇
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
正
式
起
訴
状
が
提
出
さ

れ
た
一
九
八
五
年
一
月
の
数
日
後
に
、
制
限
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｘ
は
同
フ
ァ
ー
ム
に
起
訴
前
の
法
的
援
助
に

対
す
る
謝
礼
と
し
て
二
万
五
千
ド
ル
を
支
払
っ
た
。
こ
の
金
は
申
立
人(

Ｙ)

に
よ
っ
て
条
件
付
き
捺
印
証
書
口
座(an

escrow
ac-

count)

に
保
管
さ
れ
た
。
Ｙ
は
正
式
起
訴
後
も
Ｘ
の
代
理
人
を
続
け
た
。

Ｘ
は
一
九
八
五
年
、
地
裁
の
以
前
の
制
限
命
令
の
修
正
を
求
め
る
申
立
書
を
提
出
し
、
制
限
資
産
の
一
部
を
Ｙ
へ
の
弁
護
費
用
の
支

払
い
に
充
て
る
許
可
を
求
め
た
。
Ｘ
は
ま
た
、
有
罪
判
決
後
の
没
収
命
令
か
ら
Ｙ
へ
の
支
払
い
に
予
定
し
て
い
る
資
産
を
除
外
す
る
よ

う
求
め
た
。
し
か
し
、
Ｘ
は
一
週
間
後
、
地
裁
が
こ
の
申
立
て
に
関
す
る
審
問
手
続
を
開
始
す
る
前
に
、
訴
追
側
と
有
罪
答
弁
の
合
意

(plea
agreem

ent)

に
達
し
た
。
こ
の
合
意
の
下
で
Ｘ
は
、
犯
罪
団
体
を
継
続
し
て
運
営
・
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
訴
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課
し
て
い
る
と
い
う
、
こ
れ
が
Ｙ
の
最
初
の
主
張
で
あ
る
。
申
立
人

(

Ｙ)

は
、
貧
困
な
被
告
人
に
も
自
己
の
弁
護
人
を
選
択
す
る
第

六
修
正
の
権
利
が
あ
る
と
は
主
張
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
第
六
修
正
は
、
刑
事
事
件
に
お

け
る
被
告
人
に
十
分
な
代
理
人
に
よ
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
分
自
身
の
弁
護
人
を
か
か
え
る
余
裕
の
な
い
者
に
は
、

裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
弁
護
人
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
て
い
る
限
り
、
不
服
は
認
め
ら
れ
な
い(no

cognizable
com
plaint)

。

�
被
告
人
が
自
分
で
か
か
え
る
だ
け
の
経
済
的
余
裕
の
な
い
弁
護
人
に
よ
る
代
理
を
被
告
人
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
�
の
で
あ
る
。

Ｙ
は
こ
の
よ
う
な
命
題
を
争
っ
て
い
な
い
。
訴
追
側
も
ま
た
、
被
告
人
が
か
か
え
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
あ
る
弁
護
人
、
ま
た
は
資
金

が
な
い
と
し
て
も
喜
ん
で
被
告
人
を
弁
護
す
る
弁
護
人
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
争
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
原
理

を
本
件
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
制
定
法
に
適
用
す
る
と
、
八
五
三
条
は
被
告
人
が
自
己
の
選
択
す
る
弁
護
人
を
雇
用
す
る
こ
と
を
妨
げ

た
り
、
弁
護
人
と
し
て
被
告
人
を
援
助
す
る
弁
護
人
を
失
格
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
本
件
は
被
告
人
の
選
択
し
た
弁
護
人
を
被

告
人
の
代
理
人
に
さ
せ
な
い
こ
と
を
訴
追
側
が
裁
判
所
に
求
め
て
い
る
事
案
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
で
は

訴
追
側
の
要
求
に
よ
り
、
被
告
人
が
自
己
の
弁
護
人
へ
の
支
払
い
に
予
定
し
て
い
た
資
産
の
没
収
が
行
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
、
第
六
修
正
違
反
で
あ
る
と
Ｙ
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
て
も
、
没
収
法
が
刑
事
被
告
人
に
課
す
負
担
は
限
ら
れ
て
い
る
。
没
収
法
は
没
収
の
対
象

外
の
資
産
を
有
す
る
被
告
人
が
自
己
の
好
む

(

選
択
す
る)

弁
護
人
を
か
か
え
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
な
い
し
、
訴
追
側
が
没
収
し
よ
う

と
し
て
い
る
資
産
以
外
の
資
産
を
有
し
な
い
被
告
人
が
自
己
の
選
択
す
る
弁
護
人
を
か
か
え
る

(retain)

こ
と
も
必
ず
し
も
妨
げ
て

い
な
い
。
Ｘ
の
よ
う
な
被
告
人
は
、
無
罪
釈
放
の
際
に
費
用
は
払
っ
て
も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
喜
ん
で
彼
を
代
理
す
る
法
律
家

を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
、
没
収
法
に
よ
っ
て
被
告
人
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
制
約
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
人
が
没
収
対
象
財
産
に
ア
ク
セ
ス
で
き
れ
ば
、
か
つ
被
告
人
に
よ
っ
て
弁
護
人
に
支
払
わ
れ
る
費
用

が
後
に
八
五
三
条
�
の
下
で
回
復
請
求
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
弁
護
士
を
被
告
人
が
か
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
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Ｙ
は
控
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
制
定
法
上
お
よ
び
憲
法
上
の
争
点
の
再
検
討
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁

は
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
五
対
四
で
原
判
決
を
維
持
し
た

(

�)

。
な
お
、
法
廷
意
見
の
執
筆
は
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
で
、
裁
判
官
の
賛

否
の
構
成
は
モ
ン
サ
ン
ト
判
決
と
同
じ
で
あ
る
。

【
判
旨
】

�

わ
れ
わ
れ
は
本
件
で
、
被
告
人
を
弁
護
し
た
弁
護
人
へ
の
支
払
い
の
た
め
に
被
告
人
が
利
用
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
資
産

を
免
除

(exem
ption)

す
る
規
定
を
連
邦
麻
薬
没
収
法
が
含
ん
で
い
る
か
の
判
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
よ
う

な
免
除
規
定
は
存
在
し
な
い
と
判
断
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
同
法
は
第
五
修
正
お
よ
び
第
六
修
正
と
一
致
す
る
か
を
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
一
致
す
る
と
判
示
す
る

(

�)

。

�

申
立
人

(

Ｙ)

の
最
初
の
問
題
提
起

(subm
ission)

に
よ
る
と
、
被
告
人
の
所
有
財
産
に
対
す
る
公
判
前
の
制
限
命
令
の

権
限
を
与
え
て
い
る
制
定
法
上
の
規
定
は
そ
の
よ
う
な
命
令
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
に
当
た
り
地
方
裁
判
所
に
衡
平

法
上
の
裁
量

(equitable
discretion)

を
与
え
て
い
る
と
い
う
。
Ｙ
の
主
張
は
、
第
二
巡
回
区
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
裁
判
官
の
同
調
意

見
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
同
法
の
解
釈
に
依
拠
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
本
日
の
モ
ン
サ
ン
ト
判
決
に
お
い
て
、
第
二
巡
回
区
の
判
示

を
破
棄
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
退
け
て
い
る
。
そ
れ
故
、
モ
ン
サ
ン
ト
判
決
で
の
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
示
さ
れ
て
い
る
理
由
に
基
づ

い
て
、
Ｘ
の
制
定
法
に
関
す
る
主
張
を
退
け
る
こ
と
と
す
る

(
�)

。

	

わ
れ
わ
れ
は
次
に
、
没
収
法
に
対
す
る
Ｙ
の
憲
法
上
の
挑
戦
に
言
及
す
る
。
Ｙ
の
主
張
に
よ
る
と
、
制
定
法
は
被
告
人
の
第
六

修
正
の
弁
護
人
を
選
択
す
る
権
利
を
侵
害
し
、
そ
し
て
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
し
た
方
法
で
政
府

(

訴
追
側)

と
被
告
人

(the
accused)

と
の
間
の
�
力
の
バ
ラ
ン
ス
�
を
転
倒

(upsets)

さ
せ
て
い
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の

主
張
を
順
次
検
討
す
る

(


)

。

Ａ

没
収
法
は
�
自
己
の
好
む
弁
護
人
を
選
任
し
弁
護
さ
れ
る
�
被
告
人
の
権
利
を
不
可
能
に
し
、
少
な
く
と
も
許
し
難
い
負
担
を

論 説

(名城 '08) 57－3－42



て
知
ら
れ
る
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
�
没
収
事
案
に
お
い
て
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
�
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
八
五
三
条
�
は
没

収
資
産
に
対
し
て
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
合
法
的
な
実
務
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｙ
ら
の
主
張
は
要
す
る
に
、
弁
護
士
費
用

の
支
払
い
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
資
産
は
い
か
な
る
部
分
で
あ
っ
て
も
、
没
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
有

罪
判
決
に
基
づ
い
た
Ｘ
の
資
産
へ
の
訴
追
側
の
没
収
権
限
に
照
ら
す
と
、
第
六
修
正
は
そ
の
よ
う
な
資
産
を
譲
渡
す
る
若
干
の
権
利
を

Ｘ
に
創
設
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
資
産
を
多
少
と
も
受
け
取
る
申
立
人

(

Ｙ)

の
権
利
を
創
設
し
て
い
る
と
判
示
す
る
の
は

奇
異
で
あ
ろ
う

(

�)

。

申
立
人

(

Ｙ)

の
立
場
は
、
一
た
ん
資
産
が
依
頼
人
か
ら
弁
護
人
に
支
払
わ
れ
る
と
、
没
収
の
主
た
る
目
的
は
達
成
さ
れ
た
、
す
な

わ
ち
、
麻
薬
取
引
業
者
や
不
当
利
得
行
為
者
か
ら
悪
事
の
収
益

(the
proceeds)

を
取
り
上
げ
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
は
三
つ
の
理
由
で
的
を
外
れ
て
い
る
。

第
一
、
没
収
の
利
益
は
犯
罪
者
と
悪
事
か
ら
得
た
収
益
と
の
分
離
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
法
的
な
利
益
は
没
収
可
能
な
す
べ
て

の
資
産
の
回
復

(recovery)

に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
犯
罪
の
収
益
を
利
用
す
る
訴
追
側
の
利
益
は
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。

第
二
、
制
定
法
は
資
産
が
政
府
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
前
に
、
�
正
当
な
所
有
者
�
に
対
す
る
没
収
資
産
へ
の
請
求
権
を
認
め
て
い

る
。
減
少
さ
れ
て
い
な
い
資
産
を
獲
得
す
る
訴
追
側
の
利
益
は
、
そ
れ
故
、
返
還
請
求
さ
れ
る
財
産
の
全
部
を
含
む
の
で
あ
る
。
訴
追

側
が
こ
の
よ
う
な
返
還
を
求
め
る
場
合
に
は
、
没
収
物
へ
の
訴
追
側
の
利
益
は
銀
行
強
盗
の
収
益
を
犯
人
に
返
還
さ
せ
る
利
益
と
区
別

で
き
な
い
。
そ
し
て
弁
護
人
を
雇
用
す
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な
資
産
の
利
用
を
求
め
る
被
告
人
の
権
利
主
張
が
説
得
的
で
な
い
の
は
、

銀
行
強
盗
の
同
様
の
権
利
主
張
が
説
得
的
で
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
議
会
の
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
お
よ
び
Ｃ
Ｃ
Ｅ
法
の
没
収
規
定
の
採
用
の
動
機
と
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
改
良

(refine-

m
ent)

さ
れ
て
い
る
主
要
な
理
由
は
、｢

組
織
犯
罪
お
よ
び
麻
薬
団
体

(drug
enterprise)

の
経
済
力
を
弱
体
化
す
る
と
い
う
議

会
の
要
求
だ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ロ
判
決
を
見
よ
。
こ
れ
に
は
私
選
弁
護
人
を
か
か
え
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な
経
済
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
選
択
で
そ
の
弁
護
士
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
あ
る
。
第
六
修
正
が
没
収

法
に
制
約
を
課
し
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
Ｘ
は
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
な
主
張
も
支
持
で
き
な
い
。
自
己
の
選
択
す
る
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
第
六
修
正
の
範
囲
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

に
せ
よ
、
そ
の
保
護
は
�
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
た
め
に
自
己
自
身
の
金
を
使
う
個
人
の
権
利
�
以
上
に
は
及
ば
な
い
。
弁
護
人
に

よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
援
助
に
対
し
他
人
の
金
を
使
う
第
六
修
正
の
権
利
は
被
告
人
に
は
な
い
。
例
え
ば
、
強
盗
の
被
疑
者
に
は
、
も
し

逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
を
弁
護
す
る
弁
護
人
を
雇
用
す
る
た
め
に
銀
行
か
ら
盗
ん
だ
金
を
使
用
す
る
第
六
修
正
の
権
利
は
な

い
。
こ
の
金
は
彼
の
所
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
合
法
的
に
彼
が
所
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
訴
追
側
が
強
盗
に

よ
る
収
益

(bank
proceeds)

で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
押
収
し
、
自
己
の
弁
護
の
支
払
い
に
利
用
す
る
こ
と
を
被
告
人
に
認
め
る
こ

と
を
拒
否
し
て
も
、
第
六
修
正
に
違
反
し
な
い
。
�
弁
護
士
に
は
、
い
か
な
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
盗
品
、
あ
る
い
は
身
代
金
を
…
…

費
用
の
支
払
い
と
し
て
受
け
取
る
権
利
は
な
い
。
法
律
実
務
上
の
特
権
は
、
盗
む
こ
と
の
免
許
証
で
は
な
い
。
�
モ
ン
サ
ン
ト
判
決
に

お
け
る
被
告
人
と
同
じ
く
、
Ｙ
が
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
銀
行
強
盗
に
よ
る
強
奪
金
の
返
還
要
求
は
�
そ
れ

以
前
に
存
在
し
た
財
産
権
�
に
基
づ
い
て
い
る
の
に
対
し
、
没
収
対
象
の
権
利
へ
の
訴
追
側
の
要
求
は
、
�
財
産
に
対
す
る
真
の
権
限

を
決
定
す
る
装
置
で
は
な
く
、
被
告
人
の
資
産
の
詐
欺
的
転
移

(fraudulent
conveyances)

に
す
ぎ
な
い
刑
事
法
�
に
基
づ
い
て

い
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｙ
は
第
六
修
正
に
対
す
る
事
案
と
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
。
没
収
法
に
よ
っ
て
被
告
人
の
第
六
修

正
の
権
利
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
負
担
は
訴
追
側
の
没
収
物
へ
の
利
益
を
越
え
て
い
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

Ｙ
の
憲
法
上
の
分
析
の
前
提
は
、
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
根
拠
薄
弱

(unsound)

で
あ
る
。
第
一
、
没
収
法
に
よ
っ
て
訴
追
側

に
与
え
ら
れ
た
財
産
権
は
Ｙ
が
認
め
て
い
る
以
上
に
大
き
い

(substantial)

。
議
会
は
八
五
三
条
�
に
お
い
て
、
本
件
に
お
い
て

既
述
さ
れ
て
い
る
違
法
な
手
段
を
介
し
て
犯
罪
者
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
�
財
産
に
お
け
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
限
、
お
よ
び
利
益
は

没
収
の
原
因
と
な
っ
た
行
為
の
完
了
時
に
合
衆
国
に
帰
属
す
る
�
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
�
汚
れ
た
理
論

(know
n
theory)

�
と
し

論 説
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没
収
規
定
は
犯
罪
闘
争
に
お
け
る
強
力
な
武
器
で
あ
る
。
他
の
す
べ
て
の
武
器
と
同
様
に
、
そ
れ
ら
が
不
正
に
使
用
さ
れ
る
と
き
、

そ
の
強
い
攻
撃
力
は
破
壊
的
た
り
う
る
。
し
か
し
、
制
定
法
の
下
で
検
察
官
が
利
用
で
き
る
力
は
濫
用
さ
れ
う
る
と
い
う
Ｘ
の
主
張
は
、

余
り
に
も
当
然
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る(trues

too
m
uch)

。
控
訴
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
な
主
張
を
退
け
た
と
き
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

す
べ
て
の
刑
事
法
は
濫
用
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
し
か
し
濫
用
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
そ
れ
を
無
効

(its
facial

in-

validity)

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
定
の
濫
用
を
含
む
ケ
ー
ス
は
、
も
し
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
下
級

裁
判
所
に
よ
っ
て
個
別
的
に
処
理
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る

(

�)

。

�

以
上
に
述
べ
た
理
由
で
、
本
件
で
命
じ
ら
れ
た
没
収
に
対
す
る
申
立
人

(

Ｙ)

の
制
定
法
上
お
よ
び
憲
法
上
の
挑
戦
に
は
根
拠

が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い

(w
ithout

m
erit (

�))

。

３

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
判
決

(

一
九
九
三
年)

本
判
決

(

�)

は
、
連
邦
猥
せ
つ
法(obscenity

law
s)

お
よ
び
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
で
有
罪
と
さ
れ
た
被
告
人
が
、
拘
禁
刑
等
に
加
え
て
、

猥
せ
つ
物
を
展
示
し
て
い
た
店
舗
お
よ
び
約
九
百
万
ド
ル
等
の
没
収
を
命
じ
ら
れ
た
事
案
に
つ
き
、
本
件
で
適
用
さ
れ
た
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法

の
没
収
規
定
は
第
一
修
正
の
保
障
す
る
言
論
・
出
版
の
自
由
に
違
反
し
な
い
と
し
た
上
で
、
本
件
没
収
が
第
八
修
正
の
禁
止
す
る
�
過

重
な

(excessive)

�
罰
金
に
相
当
す
る
か
に
つ
き
検
討
す
る
よ
う
原
判
決
を
差
し
戻
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
事
実
の
概
要
】

被
告
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

(

以
下
、
Ｘ
と
も
い
う)

は
三
〇
年
以
上
も
の
間
、
い
わ
ゆ
る
ア
ダ
ル
ト
物

(adult
entertainm

ent)

の
商
売
に
従
事
し
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
や
性
的
道
具

(sexual
paraphernalia)

を
販
売
し
た
り
、
露
骨
な
エ
ロ
映
画
を
見
せ
た
り
同
種

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し
た
り
し
て
い
た
。
Ｘ
は
ミ
ネ
ソ
タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
あ
る
倉
庫
で
こ
れ
ら
物
品
の
積
荷
を
受
け
取
り
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
包
装
し
値
段
を
つ
け
、
箱
詰
め
に
し
た
。
彼
は
次
い
で
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
各
地
に
点
在
し
て
い
る
お
よ
そ
一
三
の
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57－3－ (名城 '08)47

含
ま
れ
て
い
る
。｣

控
訴
審
が
指
摘
す
る
よ
う
に
�
Ｘ
の
よ
う
な
犯
罪
者
か
ら
彼
ら
に
値
し
な
い
経
済
力
を
奪
う
無
視
で
き
な
い
強
大

な
(com

pelling)

国
民
の
利
益
を
議
会
は
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
彼
ら
に
値
し
な
い
経
済
力
の
一
部
が

高
額
な
報
酬
で
法
的
素
養
の
あ
る
人
を
意
の
ま
ま
に
す
る
能
力

(the
ability

to
com
m
and
high-priced

legal
talent)

で
あ

る
。
�
し
か
し
、
自
己
の
所
有
資
産
の
押
収
ま
た
は
没
収
に
よ
っ
て
第
六
修
正
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
被
告
人
が
主
張
す
る
と
き
、

そ
れ
は
�
刑
事
被
告
人
の
代
理
人
の
資
質
は
金
で
買
う
こ
と
の
で
き
る
最
上
の
弁
護
人
を
か
か
え
る
こ
と
の
で
き
る
被
告
人
の
能
力
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
�
の
反
映
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。(M

orris
v.
Slappy,

461
U
.S.
1,
23
(1983)

(

ブ
レ

ナ
ン
結
果
同
調
意
見)
。
控
訴
裁
判
所
は
、
再
び
こ
の
こ
と
を
適
切
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
の
ジ
ャ
ン
・
バ
ル
ジ
ャ
ン

は

(

裁
判
所
に
よ
っ
て)

選
任
さ
れ
た
弁
護
人
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
麻
薬
取
引
業
者
は
、
彼
の
莫
大
な
資
金
に

よ
っ
て
何
か
そ
れ
以
上
の
権
利
が
彼
に
与
え
ら
れ
て
い
る

(entitles)

と
主
張
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
主
張
を
退
け
、
そ

し
て
高
額
な
弁
護
士
費
用
に
充
て
る
た
め
に
犯
罪
の
収
益
を
使
用
す
る
憲
法
上
の
権
利
と
い
う
観
念
を
退
け
る

(

�)

。

す
べ
て
の
没
収
可
能
な
資
産
の
全
面
的
回
復
を
獲
得
す
る
こ
と
に
訴
追
側
の
大
な
る
利
益
が
あ
り
、
こ
の
利
益
は
弁
護
の
た
め
に
支

払
わ
れ
る
没
収
対
象
資
産
の
使
用
を
犯
罪
者
に
認
め
る
第
六
修
正
の
利
益
に
優
先
す
る
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
あ
る
。
そ
う

で
な
い
と
、
刑
事
裁
判
の
前
に
、
そ
の
間
に
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
、
被
告
人
の
所
有
資
産
を
少
な
く
と
も
訴
追
側
が
凍
結
す
る
と
き

に
は
常
に
被
告
人
の
第
六
修
正
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ｂ

申
立
人(

Ｙ)

の
第
二
の
憲
法
上
の
主
張
は
、
没
収
法
は
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
下
で
無
効
で
あ
る
と
い
う
。

被
告
人
と
訴
追
側
と
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
を
訴
追
側
に
認
め
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
こ
の
主
張
が
第
六
修
正
違
反
の

主
張
に
幾
分
な
り
と
も
何
か
を
付
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
第
六
修
正
は
本
件
争
点
で
あ
る
没
収

法
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い
と
結
論
し
た
。
し
か
し
、
た
と
え
第
六
修
正
の
よ
り
明
白
な
規
定
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
何
か
付
加
的

な
保
護
を
第
五
修
正
が
提
供
し
て
い
る
と
し
て
も
、
第
五
修
正
に
依
拠
す
る
Ｙ
の
主
張
は
有
効
で
な
い
。

論 説
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定
し
、
結
局
、
Ｘ
の
す
べ
て
の
卸
売
・
小
売
店
舗

(

こ
れ
ら
の
店
舗
の
す
べ
て
の
資
産
を
含
む)

お
よ
び
不
当
利
得
活
動
を
介
し
て
獲

得
し
た
約
九
百
万
ド
ル
の
没
収
を
命
じ
た
。

第
八
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
地
裁
の
没
収
命
令
を
維
持
し
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規
定
は
言
論
へ
の
事
前
規
制
に
相
当
す
る
か
ら
合

衆
国
憲
法
第
一
修
正
に
違
反
す
る
と
の
Ｘ
の
主
張
を
退
け
た
。
事
前
規
制
と
そ
の
後
の
刑
事
罰
と
の
間
に
は
判
例
上
確
立
し
た
相
違
が

あ
る
と
し
つ
つ
、
本
件
で
の
没
収
は
不
当
利
得
活
動
に
関
与
し
た
団
体
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
る
有
罪
判
決
に
続
い
て
科
せ
ら
れ
た
刑

事
罰
で
あ
り
、
言
論
へ
の
事
前
規
制
で
な
い
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
件
で
の
没
収
命
令
は
Ｘ
の
過
去
の
不
当
利
得
犯
罪
に
結

び
つ
い
た
資
産
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規
定
は
憲
法
上
余
り
に
も
広
す
ぎ
る
と
の
Ｘ
の
主
張
を
退

け
、
�
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
�
お
よ
び
�
過
重
な
罰
金
�
を
禁
止
す
る
第
八
修
正
に
違
反
し
な
い
と
結
論
し
た
。
も
っ
と
も
、
控
訴
審

は
、
本
件
で
の
没
収
は
著
し
く
罪
刑
の
均
衡
を
欠
く
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
な
か
っ
た
。
第
八
修
正
は
パ
ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い

終
身
刑
以
外
の
量
刑
に
つ
い
て
は
均
衡
性
の
要
件
を
必
要
と
し
て
い
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
最
高
裁
は
上
告
受
理
の
申
立
て
を
容
れ
、
五
対
四
で
原
判
決
を
破
棄
し
た

(

�)

。
な
お
、
法
廷
意
見(

ホ
ワ
イ
ト
、

オ
コ
ー
ナ
、
ス
カ
ー
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
の
各
裁
判
官
同
調)

の
執
筆
は
レ
ン
キ
ス
ト
首
席
裁
判
官
で
、
反
対
意
見
の
執
筆
は
ケ
ネ
デ
ィ

裁
判
官
で
、
こ
れ
に
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ズ
裁
判
官
が
同
調
し
、
ス
ー
タ
裁
判
官
は
�
の
部
分
の
み
こ
れ
に
同
調
し
て
い

る
。【

判
旨
】

露
骨
な
エ
ロ
雑
誌
等
を
取
り
扱
っ
て
い
る
一
ダ
ー
ス
以
上
の
店
や
劇
場
の
所
有
者
で
あ
る
本
件
上
告
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

(

Ｘ)

は

完
全
な
刑
事
裁
判
の
後
で
、
猥
せ
つ
罪
の
訴
因
お
よ
び
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
の
訴
因
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
Ｘ
の
店
で
売
ら
れ
て
い
た
四
冊

の
雑
誌
と
三
本
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
猥
せ
つ
物
で
あ
る
と
の
陪
審
の
認
定
に
基
づ
い
た
猥
せ
つ
法
違
反
で
の
有
罪
判
決
は
、
Ｘ
の
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
法
違
反
の
有
罪
判
決
の
基
礎
行
為
と
し
て
役
立
っ
た
。
拘
禁
刑
お
よ
び
罰
金
刑
に
加
え
て
、
地
裁
は
Ｘ
に
一
九
六
三
条

(18
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小
売
店
を
介
し
て
売
り
さ
ば
き
、
毎
年
数
百
万
ド
ル
の
収
入
を
得
て
い
た
。
連
邦
捜
査
当
局
は
一
九
八
九
年
、
Ｘ
等
に
対
し
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

法
違
反
の
不
当
利
得
活
動
等
を
理
由
に
四
一
も
の
訴
因
で
訴
追
し
た
。
正
式
起
訴
状
は
猥
せ
つ
法
違
反
の
三
四
訴
因
と
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違

反
の
三
訴
因
の
ほ
か
、
本
件
争
点
と
は
無
関
係
の
多
く
の
脱
税
違
反
で
Ｘ
を
訴
追
し
、
不
当
利
得
活
動
は
猥
せ
つ
法
違
反
を
基
礎
行
為

(predicated)

と
し
て
い
た
。
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
地
区
合
衆
国
地
方
裁
判
所
で
の
四
ヶ
月
に
及
ぶ
陪
審
裁
判
で
Ｘ
は
一
七
も
の
実
体
的

な
猥
せ
つ
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
第
一
四
六
五
条

(18
U
.S.C
.§
1465)

に
違
反
し
て
販
売
目

的
で
の
州
間
通
商
に
お
い
て
猥
せ
つ
物
を
移
送
し
た
と
い
う
一
二
訴
因
、
お
よ
び
同
一
四
六
六
条
に
違
反
し
て
猥
せ
つ
物
の
販
売
に
従

事
し
た
と
い
う
五
訴
因
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
彼
は
ま
た
猥
せ
つ
物
販
売
で
の
有
罪
犯
罪
を
基
礎
行
為
と
し
た
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
の
三
訴

因
、
す
な
わ
ち
一
九
六
二
条
�
に
違
反
し
て
不
当
利
得
活
動
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
得
た
利
益
を
受
理
し
使
用
し
た
と
い
う
一
訴
因
、
一

九
六
二
条
�
に
違
反
し
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
団
体
に
従
事
し
た
と
い
う
一
訴
因
、
お
よ
び
一
九
六
二
条
�
に
違
反
し
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
団
体
に
従

事
す
る
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー
の
一
訴
因
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
猥
せ
つ
法
違
反
お
よ
び
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
に
対
す
る
根
拠
と
し
て
陪
審
は
、

四
つ
の
雑
誌
と
三
本
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
猥
せ
つ
物
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
種
々
の
�
ハ
ー
ド
・
コ
ア
�
の
性
行
為
が
描
写
さ
れ
て
い

る
こ
れ
ら
の
雑
誌
や
ビ
デ
オ
は
コ
ピ
ー
さ
れ
て
Ｘ
の
ア
ダ
ル
ト
商
品
企
業
を
介
し
て
販
売
さ
れ
た
。

Ｘ
は
結
局
、
併
せ
て
合
計
六
年
間
の
拘
禁
刑
と
一
〇
万
ド
ル
の
罰
金
等
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
刑
罰
に
加
え
て
、
地
裁
は
同

一
の
陪
審
を
再
招
集
し
、
一
九
六
三
条
�

�

�
に
従
っ
た
没
収
手
続

(a
forfeiture

proceeding)

を
し
た
。
訴
追
側
は
こ
の
手

続
で
、
不
当
利
得
活
動
団
体
で
の
Ｘ
の
利
益
を
示
し
て
い
る
店
舗

(business)

お
よ
び
不
動
産
、
一
九
六
三
条
�

�

	
、
同
団
体

へ
の
Ｘ
の
影
響
の
原
因
と
な
っ
た

(afforded)

財
産

(property)
、
一
九
六
三
条
�

�

�
、
お
よ
び
Ｘ
が
不
当
利
得
犯
罪
か
ら

得
た
資
産
お
よ
び
収
益

(the
assets

and
proceeds)

、
一
九
六
三
条
�



、
�

�
、
の
没
収
を
求
め
た
。
陪
審
は
、
Ｘ
は
二
〇

箇
所
の
商
業
地
不
動
産
お
よ
び
三
一
個
所
の
店
舗

そ
れ
ら
は
す
べ
て
Ｘ
の
不
当
利
得
活
動
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た

に
利
益
を
有
し
て
い
た
と
認
定
し
た
。
地
裁
は
次
い
で
陪
審
な
し
に
、
Ｘ
は
不
当
利
得
活
動
の
結
果
、
種
々
の
資
産
を
獲
得
し
た
と
認

論 説
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Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
没
収
規
定
が
資
産
の
没
収
を
要
求
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
不
当
利
得
活
動
団
体

(the
racketeering

enterprise)

の
運

営
に
果
た
す
財
政
的
役
割
を
理
由
と
す
る
。
没
収
資
産
が
表
現
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
非
表
現
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
に
頓
着
し

な
い

(oblivious)

、
す
な
わ
ち
、
書
物
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
、
覚
せ
い
剤
、
そ
し
て
現
金
は
す
べ
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
下
で
同
様
に
没
収

さ
れ
う
る
。
実
際
、
こ
れ
と
は
反
対
の
制
度

(schem
e)

で
あ
れ
ば
、
犯
罪
の
収
益
を
表
現
活
動
に
従
事
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
投
資
さ

え
す
れ
ば
不
当
利
得
行
為
者
は
没
収
を
回
避
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
は
破
壊
さ
れ
る

(disastrous)

こ
と
と
な
ろ
う

(

�)

。

さ
ら
に
問
題
の
資
産
は
、
上
告
人(

Ｘ)

に
必
要
な
手
続
的
保
障
を
提
供
す
る
こ
と
な
し
に
没
収
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

Ｘ
は
、
猥
せ
つ
性
お
よ
び
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
訴
追
に
つ
き
十
分
な
刑
事
裁
判
を
受
け
、
そ
し
て
四
冊
の
雑
誌
と
三
本
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
猥
せ

つ
で
あ
り
、
そ
の
他
没
収
さ
れ
た
資
産
は
Ｘ
の
不
当
利
得
活
動
犯
罪
の
遂
行
に
直
接
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規
定
は
本
件
に
適
用
さ
れ
る
と
違
憲
の
事
前
規
制
に
な
る
と
の
Ｘ
の
主
張
も
先
例
に
反
す
る
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規

定
は
、
事
前
の
言
論
へ
の
規
制
で
は
な
く
過
去
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
刑
罰
で
あ
る

(

�)

。

最
後
に
、
Ｘ
の
提
案
す
る
�
事
前
規
制

(prior
restraint)

�
と
い
う
文
言
の
定
義
は
、
将
来
に
お
け
る
言
論
の
禁
止
と
過
去
の

言
論
を
処
罰
す
る
古
く
か
ら
の
区
別

(the
tim
e-honored

distinction)

を
ほ
り
崩
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
事
前
規
制
の
原
理
は
、

出
版
の
事
前
規
制
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
刊
行
後
の
処
罰
は
認
め
ら
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
由
来
す
る
。
こ
の
き

わ
め
て
限
定
的
な
言
論
の
自
由
の
原
理
の
適
用
は
早
く
も
一
九
三
六
年
の
判
例
で
わ
れ
わ
れ
の
第
一
修
正
と
矛
盾
す
る
と
判
示
さ
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
が
�
事
前
規
制
�
と
い
う
文
言
に
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
よ
り
も
幅
広
い
定
義
を
し
て
き
た
と
は
い
え
よ
う

が
、
わ
れ
わ
れ
の
判
例
は
一
貫
し
て
、
事
前
規
制
と
そ
の
後
の
処
罰
と
の
区
別
を
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
Ｘ
は
�
無
意
味
か
つ
不

必
要
�
で
あ
る
と
し
て
こ
の
区
別
を
な
く
す
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
区
別
は
第
一
修
正
の
判
例
に
よ
っ
て
決
定
的
で
あ
る
。

本
件
で
の
没
収
命
令
は
事
前
規
制
に
相
当
す
る
と
判
示
す
れ
ば
、
事
前
規
制
と
そ
の
後
の
刑
罰
と
を
分
け
る
境
界
線
を
曖
昧
に
し
、
特

定
の
判
断

(a
particular

m
easure)

が
事
前
規
制
で
あ
る
か
否
か
を
確
実
に
決
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
ろ
う

(

�)

。

RICO法と刑事没収法
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U
.S.C
.§
1983)

に
従
っ
て
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
の
刑
罰
と
し
て
Ｘ
の
不
当
利
得
活
動
に
直
接
関
連
す
る
若
干
の
資
産

(assets)

の

国
庫
へ
の
没
収
を
命
じ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
Ｘ
の
第
一
修
正
の
下
で
の
主
張
を
退
け
る
が
、
第
八
修
正
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
再

考
の
た
め
に
差
し
戻
す

(

�)

。

�

Ｘ
は
ま
ず
、
Ｘ
の
ア
ダ
ル
ト
商
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
動
を
効
果
的
に
停
止
さ
せ
る
本
件
で
の
没
収
は
、
是
認
で
き
る
刑
事
罰
で
は

な
く
、
憲
法
に
反
す
る
言
論
へ
の
事
前
規
制
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
本
件
で
の
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
没
収
命
令
は
実
際
上
、
一
九
三
一
年
の
先
例

(N
ear
v.
M
innesota

ex
rel.
O
lson,

283
U
.S.
697)

で
事
前
規
制
と
認
定
さ
れ
た
表
現
素
材

(expressive
m
aterial)

の
発

行
の
禁
止
命
令
と
異
な
ら
ず
、
保
護
さ
れ
な
い
以
前
の
言
論
を
理
由
に
将
来
の
表
現
を
完
全
に
禁
止

(ban)

す
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
同
意
で
き
な
い
。
Ｘ
の
主
張
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
わ
が
判
例
法
上
十
分
に
確
立
し
た
事
前
規
制
と
事
後
の
刑
罰
と
の
区

別
を
事
実
上
抹
消
す
る
こ
と
に
な
ろ
う

(

�)

。

本
件
で
の
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
没
収
命
令
は
、
将
来
に
お
い
て
表
現
的
な
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
Ｘ
に
禁
止

(forbid)

し
て
い
な
い
し
、

表
現
活
動
に
対
す
る
事
前
の
許
可
申
請
を
彼
に
要
求
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
彼
の
以
前
の
不
当
利
得
違
反
行
為
に
関
連
し
て
い
る
と
認

定
さ
れ
た
特
定
の
資
産
を
彼
か
ら
剥
奪
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
彼
に
は
新
し
い
店
を
開
く
だ
け
の
汚
れ
の
な
い
資
産
を
有
す
る

と
仮
定
し
て
の
こ
と
だ
が
、
Ｘ
は
明
日
に
で
も
、
裁
判
所
の
命
令
に
違
反
し
た
と
の
法
廷
侮
辱
罪
に
問
わ
れ
る
リ
ス
ク
な
し
に
、
ア
ダ

ル
ト
商
品
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
し
、
好
き
な
だ
け
の
性
的
に
露
骨
な
雑
誌
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
件
で
の
没
収
命

令
は
、
Ｘ
の
選
択
す
る
表
現
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
対
す
る
法
的
障
害

事
前
規
制

に
は
な
ら
な
い
。
彼
は
全
く
自
由
に

ア
ダ
ル
ト
店
等
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
エ
ロ
雑
誌
等
の
製
造
・
販
売
に
従
事
で
き
る
の
で
あ
る

(

	)

。

猥
せ
つ
文
書
等
に
か
か
わ
る
従
前
の
事
前
規
制
の
先
例
に
お
け
る
憲
法
上
の
弱
点
は
、
訴
追
側
が
事
前
の
司
法
判
断
な
し
に
猥
せ
つ

物
の
疑
い
あ
る
関
連
物
を
差
し
押
さ
え
た
と
い
う
事
案
だ
っ
た
。
し
か
し
本
件
で
は
、
問
題
の
資
産
が
没
収
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ら
が

猥
せ
つ
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
Ｘ
の
過
去
の
不
当
利
得
活
動
に
直
接
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

論 説
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ロ
ー
ル
の
可
能
性
の
な
い
終
身
刑
以
外
の
量
刑
に
つ
い
て
は
均
衡
性
の
吟
味
を
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
と
の
一
般
的
な
指
摘
だ

け
で
両
者
を
処
理
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
指
摘
は
第
八
修
正
の
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
の
禁
止
条
項
に
の
み
関
連
が
あ
る
。
拘
禁
の
継
続

な
い
し
状
況
の
よ
う
な
問
題
に
か
か
わ
り
が
あ
る
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
条
項

(C
ruel
and
U
nusual

P
unishm

ent
C
lause)

と

は
異
な
り
、
過
重
な
罰
金
条
項

(E
xcessive

F
ines

C
lause)

は
、
金
銭
で
あ
る
と
何
ら
か
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
の
も
の

で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
無
理
に
支
払
わ
せ
る

(extract
paym

ents)

政
府
の
権
限
を
限
定
し
て
い
る
。
�
第
八
修
正
制
定
時
に
�
罰

金
�
と
い
う
言
葉
は
、
何
ら
か
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
主
権
者

(sovereign)

へ
の
支
払
い
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ

て
い
た
。
�
本
件
争
点
で
あ
る
人
に
対
す
る

(in
personam

)

刑
事
没
収
は
明
ら
か
に
、
第
八
修
正
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
伝
統
的
な

�
罰
金
�
と
異
な
ら
な
い
金
銭
的
刑
罰
の
一
種
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
の
没
収
は
過
大
な
罰
金
条
項
の
下
で
分
析
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

Ｘ
の
全
ビ
ジ
ネ
ス
の
没
収
は
�
過
重
な
�
刑
罰
で
あ
る
、
陪
審
が
最
終
的
に
猥
せ
つ
物
で
あ
る
と
決
定
し
た
僅
か
の
素
材

(a
few

m
aterials)

を
根
拠
に
政
府
が
無
理
に
取
り
立
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
Ｘ
は
主
張
す
る
。
Ｘ
が
最
終
的
に
有
罪
と
認
定
さ
れ
た
不

当
利
得
行
為
犯
罪
を
僅
か
の
素
材
に
か
か
わ
る
も
の
と
性
格
付
け
る
の
は
い
さ
さ
か
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え

る
。
Ｘ
は
、
地
裁
が
�
巨
大
な
不
当
利
得
団
体
�
と
し
て
表
現
し
た
も
の
を
創
設
し
運
営
し
た
こ
と
で
有
罪
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
件
没
収
が
�
過
重
�
で
あ
る
か
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
不
当
利
得
団
体
を
介
し
て
Ｘ
が
長
期
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
広
範
囲
な
犯

罪
活
動
に
照
ら
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
ま
ず
最
初
に
、
控
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
る
の
が
望
ま
し

い
。�

以
上
の
理
由
で
、
本
件
で
適
用
さ
れ
た
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規
定
は
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
が
、
第
八
修
正
の
過
重
な
罰
金
条

項
の
意
味
で
の
�
過
重
な
�
刑
罰
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
控
訴
裁
判
所
が
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
控
訴
裁
判
所

の
判
決
を
無
効
と
し
、
本
意
見
と
一
致
し
た
手
続
の
た
め
に
本
件
を
差
し
戻
す
こ
と
と
す
る

(

�)

。
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要
す
る
に
、
先
例
に
忠
実
で
あ
れ
ば
、
本
件
で
の
没
収
は
事
前
規
制
と
し
て
で
は
な
く
、
通
常
の
第
一
修
正
の
基
準(standards)

の
下
で
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
分
析
す
る
と
、
Ｘ
の
主
張
は
全
く
こ
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い(falls

w
ell

short
of
the
m
ark)

。
Ｘ
は
六
年
の
拘
禁
刑
と
一
〇
万
ド
ル
の
罰
金
を
第
一
修
正
違
反
と
し
て
争
っ
て
い
な
い
。
六
年
の
拘
禁
刑
と

一
〇
万
ド
ル
の
罰
金
が
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
下
で
刑
罰
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
Ｘ
の
不
当
利
得
活
動
に
直
接
か
か
わ
る

若
干
の
資
産
の
没
収
が
な
ぜ
認
め
ら
れ
な
い
の
か
が
、
ま
ず
問
題
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
判
例
は
、
犯
罪
行
為
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て

猥
せ
つ
犯
罪
に
厳
格
な
刑
事
制
裁
を
科
す
こ
と
も
表
現
素
材
を
没
収
す
る
こ
と
も
第
一
修
正
は
禁
止
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
確
立
し
て

い
る

(

�)

。
Ｘ
の
真
の
主
張
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規
定
を
表
現
素
材
を
取
り
扱
う
ビ
ジ
ネ
ス
に
適
用
す
れ
ば
、
自
由
な
表
現
に
�
萎
縮

(chilling)

効
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
む
ろ
ん
、
本
件
で
の
莫
大
な
金
銭
没
収
が
書
籍
販
売
人
に
自
己
検

閲
を
行
わ
せ
る
誘
因
と
な
り
、
限
界
的
な
保
護
対
象
物
が
猥
せ
つ
物
と
認
定
さ
れ
没
収
さ
れ
る
こ
と
の
懸
念
か
ら
そ
れ
ら
を
本
棚
か
ら

撤
去
さ
せ
る
誘
因
と
は
な
り
う
る
。
し
か
し
、
没
収
の
お
そ
れ
が
萎
縮
効
を
生
じ
な
い
の
は
、
拘
禁
刑
や
多
額
の
罰
金
の
お
そ
れ
が
萎

縮
効
を
生
じ
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
不
当
利
得
行
為
の
告
発
に
よ
っ
て
被
告
人
は
最
高
二
〇
年
の
拘
禁
刑
と
二
五
万
ド
ル
も
の
罰
金

刑
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
よ
う
な
長
期
刑
の
予
想

(prospect)

は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
没
収
の

予
想
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
抑
止
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
何
十
万
ド
ル
も
の
罰
金
は
、
資
産
の
没
収
と
同
様
に
、
ほ
と
ん
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
ま
さ
に
決
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
は
、
先
例
の
下
で
明
ら
か
に
合
憲
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る

(

�)

。	

上
告
人

(

Ｘ)

は
ま
た
、
本
件
で
の
没
収
命
令

六
年
の
拘
禁
刑
と
一
〇
万
ド
ル
の
罰
金
に
加
え
た

は
Ｘ
の
犯
罪
に

対
し
余
り
に
も
不
均
衡
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
�
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
�
な
い
し
�
過
重
な
罰
金
�
と
し
て
第
八
修
正
に
違
反
す
る
と
主

張
す
る
。
控
訴
審
は
、
右
二
つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
る
第
八
修
正
を
理
由
と
す
る
Ｘ
の
異
議
申
立
て
を
区
別
せ
ず
、
第
八
修
正
は
、
パ
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没
収
救
済
は
民
事
手
続
で
次
第
に
頻
繁
に
採
用
さ
れ
き
た
が
、
わ
が
国
で
は
没
収
の
救
済
と
刑
罰

(forfeiture
rem
edies

and

p enalities)

は
歴
史
的
な
不
評
の
対
象
物

(historic
disfavor)

だ
っ
た
。
個
人
に
対
す
る

(in
personam

)

没
収
制
定
法
は
イ

ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
十
分
に
根
付
い
て
い
た
け
れ
ど
も
、
一
九
六
三
条
の
下
で
是
認
さ
れ
た
よ
う
な
個
人
に
対
す
る
刑
事
没
収

は
連
邦
制
度
に
お
い
て
は
一
九
七
〇
年
の
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
制
定
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
六
三
条
の
没
収
の
刑
罰
は
、
そ
の
刑

罰
的
性
格
で
も
そ
の
前
例
の
な
い
広
汎
性

(unprecedented
sw
eep)

と
い
う
点
で
も
新
規

(novel)

で
あ
る
。
民
事
上
の
対
物

(in
rem
)

没
収
は
、
禁
制
品
や
違
法
に
使
用
さ
れ
た
物
品
に
そ
の
適
用
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
最
も
広
く
及
ぶ
場
合
で
も
、
違
法
活

動
に
由
来
す
る
収
益

(proceeds
traceable

to
unlaw

ful
activity)

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
禁
制
品
や
そ
れ
に
由

来
す
る
収
益
を
越
え
て
、
被
告
人
の
�
不
当
利
得
活
動
団
体
に
お
け
る
利
益
�
に
相
当
す
る
財
産
お
よ
び
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
団
体
へ
の
�
影
響

の
源
泉
�
を
違
法
者
に
提
供
す
る
財
産
の
没
収
を
命
じ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
先
の
判
例
に
お
い
て
、
�
組
織
犯
罪
お
よ
び
そ
の
経
済

的
基
盤
を
攻
撃
す
る
た
め
の
前
例
の
な
い
広
範
囲
の
新
し
い
武
器
�
を
提
供
す
る
た
め
に
議
会
は
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
を
制
定
し
た
と
述
べ
、

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
刑
事
制
度
の
新
規
性
を
認
め
て
い
る
。R

ussello
v.
U
nited

States,
464
U
.S.
10,
26
(1983).

一
九
七
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
は
、
組
織
犯
罪
に
特
有

(endem
ic)

と
考
え
ら
れ
た
犯
罪

(offenses)

を
目
標
と
し

て
い
た
。｢

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
一
九
八
四
年
に
修
正
さ
れ
基
礎
犯
罪
と
し
て
猥
せ
つ
行
為

(obsenity)

が
含
め
ら
れ
た
と
き
、
議
会
で
は

そ
の
変
化
の
第
一
修
正
の
意
味
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
も
議
論
も
な
か
っ
た

(

�)

。｣

本
件
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
単
純
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
書
籍
や
フ
ィ
ル
ム
が
、
そ
の
内
容
で
は
な
く
、
そ
の
所
有
者
の
以
前
の
言
論

の
内
容
を
理
由
に
、
非
難
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
三
条
は
、
違
法
な
物
品
と
そ
の
販
売
か
ら
得
た
収
益
だ
け
で
な
く
、

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
に
か
か
わ
る
団
体
に
お
け
る
被
告
人
の
全
利
益
お
よ
び
そ
の
団
体
へ
の
影
響
の
源
泉
を
被
告
人
に
提
供
し
て
い
る
資

産
の
没
収
を
も
公
判
裁
判
所
に
命
じ
て
い
る
。18

U
.S.C
.§
§
1963

(a)
(1)-(3).

被
告
人
が
こ
の
よ
う
な
重
い
刑
罰
を
受
け
た
理

由
は
、
一
〇
年
以
内
に
行
わ
れ
た
わ
ず
か
二
つ
程
度
の
関
連
す
る
猥
せ
つ
犯
罪
を
遂
行
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
件
で
の
問
題
は
、
過
去
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〈
ケ
ネ
デ
ィ
反
対
意
見
〉

法
廷
意
見
は
第
一
修
正
の
原
理
の
重
大
な
否
定
で
あ
る
の
で
、
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

�

多
数
意
見
の
理
由
付
け
の
基
本
的
な
欠
陥
は
、
本
件
没
収
は
罰
金
や
拘
禁
刑
の
よ
う
な
伝
統
的
な
刑
罰
と
同
一
視
で
き
な
い
こ

と
を
認
識
し
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
多
数
意
見
は
、
Ｘ
が
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
下
で
の
有
罪
判
決
に
対
し
六
年
の
拘
禁
刑
お
よ
び
一
〇
万
ド

ル
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規
定
と
の
差
異
が
あ
る
か
を
考
え
、
そ
し
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
没
収
規
定

は
伝
統
的
な
刑
罰
と
は
異
な
る
と
答
え
て
い
る

(

�)

。

連
邦
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
は
組
織
犯
罪
に
よ
る
合
法
的
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
浸
透
を
根
絶
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
組
織
犯
罪
と
闘
争
す
る
た

め
の
従
前
の
手
段
で
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
伝
統
的
な
刑
罰
は
犯
罪
団
体
よ
り
も
む
し
ろ
個
人
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
不
当
利
得
行
為
者
を
罰
金
お
よ
び
拘
禁
刑
で
処
罰
し
て
も
不
当
利
得
活
動
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
犯
罪
団
体
に
は
有
罪
判
決
を
受
け
た
不
当
利
得
行
為
者
を
新
し
い
参
入
者

(new
recruits)

と
取
り
替
え
る

資
金
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
議
会
は
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
を
制
定
す
る
際
に
、
組
織
犯
罪
の
経
済
的
基
盤

(

ル
ー
ツ)

を
狙
っ
た
新
し

い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
、
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
個
人
に
対
処
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
個
人
が

そ
れ
を
介
し
て
米
国
の
経
済
的
繁
栄

(w
ell-being)

に
対
す
る
重
大
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
経
済
的
基
盤
に
も
対
処
す
る
新
し

い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
彼
ら
の
経
済
力
の
源
泉
そ
れ
自
体
に
攻
撃
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
こ
の
攻
撃

は
す
べ
て
の
可
能
な
前
線
に
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
下
で
の
刑
事
責
任
は
、
制
定
法
に
よ
っ
て
一
〇
年
以
内
に
二
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
基
礎
行
為
に
従
事
し
た
と
し
て
定

義
さ
れ
て
い
る
�
不
当
利
得
活
動
の
パ
タ
ー
ン
�
の
遂
行
を
前
提
と
す
る
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
で
有
罪
と
な
れ
ば
、
そ
の
違
反
者
は
、
厳
格
で

は
あ
る
が
、
伝
統
的
な
刑
事
上
の
罰
金
お
よ
び
刑
務
所
へ
の
収
容

(

拘
禁
刑)
だ
け
で
な
く
、
一
九
六
三
条
の
下
で
必
要
的
と
さ
れ
る

没
収

(m
andatory

forfeiture)

を
言
い
渡
さ
れ
る
。
本
件
争
点
は
こ
の
必
要
的
没
収
で
あ
る

(

�)

。
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没
収
さ
れ
た
在
庫
品
は
数
百
も
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
出
版
物
や
数
千
も
の
コ
ピ
ー
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
憲
法
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
る
言
論
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
事
実
、
押
収
さ
れ
た
素
材
の
中
に
は
陪
審
が
本
件
で
猥
せ
つ
で
な
い
と
判
断
し
た
も
の

も
含
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
庫
品
の
す
べ
て
が
押
収
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
猥
せ
つ
物
と
判
断

さ
れ
な
か
っ
た
本
件
で
の
表
現
素
材
の
没
収
は
違
憲
で
あ
っ
た

(

�)

。

本
件
を
第
八
修
正
の
下
で
再
考
さ
せ
る
た
め
に
差
し
戻
す
こ
と
に
つ
い
て
は
異
議
を
差
し
は
さ
ま
な
い
。
し
か
し
、
第
八
修
正
の
問

題
に
言
及
す
る
必
要
は
な
い
。
法
廷
意
見
が
言
論
お
よ
び
表
現
の
自
由
の
明
白
な
侵
害
で
あ
る
と
し
て
原
判
決
を
破
棄
し
な
か
っ
た
の

は
、
基
本
的
な
第
一
修
正
の
原
理
の
遺
憾
な

(deplorable)

放
棄
で
あ
り
、
わ
た
く
し
は
こ
の
よ
う
な
判
決
お
よ
び
法
廷
意
見
に
反

対
す
る

(

�)

。

４

判
例
の
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
合
衆
国
最
高
裁
は
、
一
九
八
九
年
の
モ
ン
サ
ン
ト
、
キ
ャ
プ
リ
ン
両
判
決
お
よ
び
一
九
九
三
年
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
判

決
に
お
い
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
に
刑
事
没
収
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
各
事
案
に
つ
い
て
詳
細
な
判
断
を
示
し
、
弁
護
士
費
用
に
充
て

る
部
分
を
含
め
た
全
資
産
を
公
判
開
始
前
に
凍
結
し
て
も
第
六
修
正
の
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
等
を
侵
害
し
た
こ
と
に
は
な
ら

ず
、
当
の
猥
せ
つ
物
を
展
示
し
て
い
た
店
舗
等
を
す
べ
て
破
壊
し
て
も
言
論
・
表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
と

判
示
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
三
判
決
を
振
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

�

刑
事
没
収
法
と
第
六
修
正

ま
ず
モ
ン
サ
ン
ト
判
決
で
は
、
大
規
模
な
ヘ
ロ
イ
ン
譲
渡
団
体
を
運
営
し
て
い
た
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
等
で
の
有
罪
判
決
時
に
、
麻
薬

取
引
に
よ
る
収
益
で
あ
る
と
し
て
二
三
万
五
千
ド
ル
相
当
の
家
屋
等
の
凍
結
命
令
が
八
五
三
条
に
従
っ
て
発
せ
ら
れ
た
事
案
で
、
弁
護

RICO法と刑事没収法
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の
不
法
行
為
を
理
由
に
個
人
を
処
罰
す
る
権
限
で
は
な
く
、
特
定
の
嫌
悪
さ
れ
た
言
論
を
禁
止
す
る
権
限
で
あ
る
。
没
収
規
定
は
、
販

売
装
置
と
併
せ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
言
論
を
直
接
的
な
方
法
で
押
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
ア
ダ
ル
ト
素
材
な
い
し
性
的
に
露

骨
な
素
材
を
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
し
て
い
る
す
べ
て
の
者
を
威
嚇
す
る
と
い
う
間
接
的
な
方
法
で
、
こ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
て

い
る
の
で
あ
る

(

�)

。

国
家
か
ら
の
干
渉
や
指
導
な
し
に
思
想
、
調
査

(inquiry)

、
お
よ
び
討
論
の
自
由
を
約
束
さ
れ
て
い
る
社
会
に
お
い
て
、
書
物
や

フ
ィ
ル
ム
の
販
売
に
役
立
つ
制
度

(institution)

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
不
可
欠
で
あ
る
。
話
し
手
や
出
版
物

(press)

が
、

過
去
に
お
け
る
若
干
の
誤
っ
た
表
現
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
す
べ
て
が
攻
撃
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
信
頼
は
失

わ
れ
る
。
言
論
お
よ
び
出
版
の
独
立
は
、
そ
れ
と
同
様
に
、
公
の
干
渉
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
弱
体
化
す
る
。
古
典
的
な
事

前
規
制
の
形
態
で
は
な
い
に
せ
よ
、
本
件
で
の
没
収
規
定
は
、
検
閲
の
色
彩
を
帯
び
て
い
る

(bears
its
censorial

cast)

。
自
由

な
言
論
の
原
理
は
、
わ
が
判
例
に
お
い
て
十
分
確
立
し
て
お
り
、
本
件
で
の
在
庫
品
お
よ
び
言
論
の
流
通
設
備
の
没
収
は
無
効
で
あ
る

こ
と
を
要
求
す
る
。

一
九
六
三
条
の
没
収
規
定
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
関
心
事
は
、
均
衡
性
の
そ
れ
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
刑
罰
は
均
衡
性
の
分
析
に
服

す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
関
心
事
は
第
八
修
正
の
下
で
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
件
で
の
問
題
は
、
連
邦
猥
せ
つ
法
違
反
を
理
由
に

刑
罰
と
し
て
科
せ
ら
れ
た
と
き
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
没
収
規
定
の
効
果
は
、
従
前
の
規
制
に
関
す
る
判
例
に
お
い
て
非
難
さ
れ
た
憲
法
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
言
論
へ
の
政
府
の
検
閲
・
管
理
の
行
使
で
あ
る
か
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
ま
さ
に
そ
の
と

お
り
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
で
、
Ｘ
の
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
と
在
庫
品
お
よ
び
団
体
へ
の
影
響
の
源
泉
を
Ｘ
に
提
供
し
て
い
る
す
べ
て
の
財

産
の
没
収
を
命
じ
た
本
判
決
の
こ
の
部
分
は
無
効
で
あ
る

(

�)

。

�

従
前
の
事
前
規
制
の
判
例
が
本
件
で
命
ぜ
ら
れ
た
全
財
産
の
没
収
に
直
接
的
か
か
わ
り
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
は
全
く
別
に
、

猥
せ
つ
と
判
断
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
書
籍
や
フ
ィ
ル
ム
の
破
壊
は
わ
れ
わ
れ
の
判
例
に
お
い
て
類
例

(parallel)

が
な
い
。
本
件
で
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命
じ
て
原
判
決
を
差
し
戻
し
た
。
�
本
件
で
の
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
没
収
命
令
は
、
将
来
に
お
け
る
表
現
活
動
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
被

告
人
の
以
前
の
不
当
利
得
行
為
に
関
連
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
一
定
の
資
産
を
剥
奪
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
没
収
規
定
は
違
憲
の
事
前

規
制
に
な
る
と
の
主
張
も
先
例
に
反
す
る
、
そ
れ
は
言
論
へ
の
事
前
の
規
制
で
は
な
く
、
過
去
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
刑
罰
で
あ
り
、

第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
控
訴
審
は
第
八
修
正
の
�
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
�
と
�
過
重
な
罰
金
�
と

を
区
別
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
、
残
虐
で
異
常
な
刑
罰
条
項
と
異
な
り
、
過
重
な
罰
金
条
項
は
、
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
と

し
て
の
主
権
者
へ
の
支
払
い
を
意
味
し
て
い
た
の
で
、
本
件
刑
事
没
収
は
過
重
な
罰
金
条
項
の
下
で
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示

し
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
没
収
規
定
は
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
が
、
第
八
修
正
の
�
過
重
な
罰
金
�
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
判
断

さ
せ
る
た
め
に
控
訴
審
に
差
し
戻
す
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。

(

９)
Jed
S.R
akoff,

H
ow
ard
W
.
G
oldstein,

R
ico-C

ivil
and

C
rim
inal
L
aw
and
Strategy

(L
ae
Journal

P
ress,

2005)
(D
ate

O
riginally

P
ublished:

1989).
Id.
at
1-131

〜133.
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U
nited

States
v.
M
onsanto,

491
U
.S.
600
(1989).

(

�)
Id.
at
603-604.

(

�)
Id.
at
605-606.

(

�)
Id.
at
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(

�)
Id.
at
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(
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Id.
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Id.
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at
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士
費
用
の
支
払
い
に
充
て
る
部
分
の
除
外
を
求
め
た
被
告
人
の
主
張
を
容
れ
た
第
二
巡
回
区
判
決
が
破
棄
さ
れ
た
。
八
五
三
条
の
文
言

は
一
切
の
資
産
の
没
収
を
明
記
し
て
お
り
弁
護
士
費
用
と
い
え
ど
も
例
外
で
は
な
い
、
�
犯
罪
は
ペ
イ
さ
れ
な
い
�
と
い
う
の
が
同
法

制
定
時
の
連
邦
議
会
の
意
図
で
あ
り
、
弁
護
士
費
用
を
例
外
と
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
キ
ャ
プ
リ
ン
判
決
は
、
継
続
的
犯
罪
団
体
を
介
し
て
大
量
の
麻
薬
の
譲
渡
に
関
与
し
た
と
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
被
告
人
が
、

裁
判
所
の
資
産
譲
渡
禁
止
命
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
一
部
を
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
に
弁
護
士
費
用
と
し
て
譲
渡
し
て
い
た
の
で
一
た
ん

先
の
禁
止
命
令
の
修
正
を
求
め
た
も
の
の
、
結
局
こ
れ
に
同
意
し
た
た
め
、
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
が
善
意
の
第
三
者
で
あ
る
と
し
て
救
済
を

求
め
た
事
案
に
つ
き
、
モ
ン
サ
ン
ト
判
決
で
判
示
さ
れ
た
よ
う
に
八
五
三
条
の
規
定
は
没
収
対
象
物
の
例
外
を
認
め
て
い
な
い
と
し
た

上
で
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
第
六
修
正
の
弁
護
人
依
頼
権
に
も
第
五
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
も
違
反
し
な
い
と
し
た
第
四

巡
回
区
判
決
を
維
持
し
た
。
第
六
修
正
は
刑
事
被
告
人
に
弁
護
人
に
よ
る
弁
護
を
保
障
し
て
い
る
が
、
私
選
弁
護
人
を
か
か
え
る
余
裕

の
な
い
者
に
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
弁
護
人
に
よ
る
弁
護
が
行
わ
れ
る
限
り
、
不
服
は
認
め
ら
れ
な
い
、
第
六
修
正
の
保
障

は
�
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
た
め
に
自
分
自
身
の
金
を
使
う
権
利
�
以
上
に
は
及
ば
な
い
、
他
人
の
金
を
使
う
第
六
修
正
の
権
利
は

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
被
告
人
と
訴
追
側
と
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
刑
事
没
収
法
は
第
五
修

正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
反
す
る
と
い
う
被
告
人
の
主
張
も
認
め
ら
れ
な
い
、
濫
用
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
そ
れ
を

無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。



刑
事
没
収
法
と
第
一
修
正

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
判
決
は
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
の
販
売
や
露
骨
な
エ
ロ
映
画
上
映
等
で
毎
年
数
百
万
ド
ル
も
の
収
入
を
得
て
い
た
被
告
人

が
連
邦
猥
せ
つ
法
お
よ
び
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
で
六
年
間
の
拘
禁
刑
と
一
〇
万
ド
ル
の
罰
金
等
に
あ
わ
せ
て
、
当
の
猥
せ
つ
物
の
ほ
か
猥

せ
つ
物
を
展
示
し
て
い
た
多
く
の
店
舗
お
よ
び
約
九
百
万
ド
ル
等
の
没
収
を
命
じ
ら
れ
た
事
案
に
つ
き
、
第
一
修
正
の
保
障
す
る
言
論
・

出
版
の
自
由
に
違
反
し
な
い
と
し
た
上
で
、
第
八
修
正
の
禁
止
す
る
�
過
重
�
な
罰
金
に
相
当
す
る
か
に
つ
き
別
途
検
討
す
る
よ
う
に
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(

�)
Id.
at
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(

�)
Id.
at
575-576.

(

�)
Id.
at
576-578.

(

�)
Id.
at
578.

四

む
す
び
と
し
て

以
上
、
わ
が
国
の
問
題
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
の
刑
事
没
収
に

つ
い
て
主
要
な
合
衆
国
最
高
裁
判
例
を
中
心
に
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
な
お
不
十
分
で
あ
る
が
、
若
干
の
問
題
点

を
指
摘
し
て
、
さ
し
あ
た
り
の
む
す
び
と
し
た
い
。

ま
ず
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
及
び
没
収
法
に
よ
っ
て
訴
追
側
が
手
中
に
し
た
武
器
の
強
力
性
で
あ
る
。
公
判
開
始
前
の
弁
護
士
費
用
を
含
め

た
関
連
資
産
の
凍
結
が
八
五
三
条
の
規
定
す
る
没
収
の
対
象
物
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
第
六
修
正
の
弁
護
人
の
援
助
を
受
け

る
権
利
の
侵
害
に
は
な
ら
ず
、
当
の
猥
せ
つ
物
だ
け
で
な
く
そ
れ
を
展
示
し
て
い
た
多
数
の
店
舗
を
没
収
・
破
壊
し
て
も
第
一
修
正
の

保
障
す
る
言
論
の
自
由
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
最
高
裁
の
内
部
で
の
見
解
が
真
二
つ
に
分
れ
た
の
も
当
然
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
五
人
の
裁
判
官
の
賛
同
を
得
た
た
め
法
廷
意
見
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
は
押
え
て
お
き
た
い
。

次
に
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
広
範
性
で
あ
る
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
一
九
六
二
条
�
は
、
同
条
の
�
�
�
各
項
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
行

為
の
共
謀
行
為

(

コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー)

を
禁
止
す
る
。
刑
事
法
の
分
野
で
主
と
し
て
活
用
さ
れ
る
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
の
規
定
は
、｢

団
体｣

の
関
係
者
が

｢

違
法
な
債
権
の
取
立
て｣

等
を
通
じ
て
そ
の

｢

団
体｣

の
仕
事
を
遂
行
し
ま
た
は
参
加
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
第
三
の

禁
止
行
為

(

ｃ
項)

お
よ
び
そ
の
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
ー

(

ｄ
項)

で
あ
る
。
合
衆
国
最
高
裁
は
一
九
八
一
年
の
タ
ー
キ
ッ
ト
判
決
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(U
nited

States
v.
T
urkette,

425
U
.S.
576)

に
お
い
て

｢

団
体｣

に
は
�
適
法
な
団
体
に
限
ら
れ
ず
犯
罪
だ
け
を
目
的
と
す
る

違
法
な
団
体
も
含
ま
れ
る
�
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
一
九
八
三
年
の
ラ
ッ
セ
ロ
判
決

(

前
出)

で
は
一
九
六
三
条
の
没
収
規
定
は

｢

団

体
に
お
け
る
利
益｣

に
限
ら
れ
る
と
解
釈
す
る
の
は
こ
の
規
定
の
実
効
性
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
組
織
犯
罪
か
ら
可
能
な
限

り
そ
の
収
益
を
奪
い
取
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
違
反
の
放
火
に
よ
る
火
災
保
険
金
全
額
の
没
収
は

｢

利
益｣

に
相
当
す
る
か
ら
適
法
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
決
を
受
け
て
刑
事
没
収
法
は
一
九
八
四
年
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
連
邦
検
察
官
の
権
限
が
再
び
拡
大
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
わ
が
法
と
の
落
差
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
例
え
ば
、｢

暴
力
団
を
追
い
つ
め
る
に
は
、
資
金

源
を
締
め
上
げ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
い
ま
や
暴
力
団
は
普
通
の
経
済
活
動
を
装
っ
て
金
融
の
世
界
な
ど
に
も
進
出
し
て
い
る
。
警

察
は
金
融
庁
と
も
連
携
し
、
資
金
面
の
取
り
締
ま
り
を
強
め
る
必
要
が
あ
る｣

(

朝
日
新
聞
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
七
日
付
社
説)

と

し
て
組
織
犯
罪
の
資
金
源
を
絶
つ
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

｢

組
織
犯
罪
の
合
法
的
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
浸
透｣

と

い
う
面
で
は
差
異
は
な
い
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
検
討
し
た
限
り
に
お
い
て
、
両
国
の
落
差
は
余
り
に
も
大
き
い
。
本
稿
は
、

そ
の
一
面
を
素
描
し
た
に
と
ど
ま
り
、
両
国
の
組
織
犯
罪
の
実
証
研
究
な
ど
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
が
、
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
法
全
体
の

体
系
的
把
握
を
踏
ま
え
た
上
で
、
い
ず
れ
も
別
途
検
討
し
た
い
。

[

後
記]

本
稿
は
当
初
、
法
学
部
編
集
委
員
か
ら
依
頼
を
受
け
て
小
�
剛
教
授
退
職
記
念
号

(

既
刊)

に
あ
わ
せ
て
執
筆
予
定
だ
っ
た
が
、
諸
般
の

事
情
で
間
に
合
わ
ず
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
�
教
授
と
は
ほ
ぼ
一
〇
年
間
、
名
城
大
学
の
同
僚
と
し
て
謦
咳
に
接
し
、
ま
た

小
�
剛
先
生
古
稀
祝
賀

『

現
代
の
行
政
紛
争』

(

成
文
堂
、
二
〇
〇
四
年)
に
は
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
執
筆
に
も
参
画
す
る
な
ど
の
栄
に
浴

し
た
。
遅
ま
き
な
が
ら
、
小
�
先
生
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
祈
念
し
つ
つ
、
今
後
と
も
の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(

二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
日
稿)
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